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はじめに 
 この事業は、⽂部科学省委託事業として専修学校や大学等の高等教育機関が、企業や業界団体、その他関係機関

が協働し、地域や産業界の⼈材ニーズに対応した、社会⼈等が学びやすい教育プログラムの開発・実証を⾏い、成

⻑分野等における中核的専門⼈材や高度⼈材の養成を図る「成⻑分野等における中核的専門⼈材養成等の戦略的推

進」事業である。 

事業は平成 23 年度から始まり、当時は 7 件の委託事業、87 百万円の予算でスタートしたが、平成 28 年度には

76 件、1,533 百万円の予算がつくまでに拡大し、中核的⼈材の要請が高まっていることがうかがえる。 

本成果報告書は、その成⻑分野のひとつである「環境・エネルギー分野」における社会⼈等が学びやすい教育プ

ログラムの開発・実証を⾏った成果である。 

この「環境・エネルギー分野」は直近では、来たる 2020 年東京オリンピックの会場および施設はすべて、建築

物の環境性能を評価し、格付けする⽇本の⼿法である、エネルギー効率建築物認証基準 CASBEE（建築環境総合性

能評価システム）に適合するよう建築や改築を⾏う予定である。さらに政府が「水素社会」の国際⾒本市にしよう

と本腰を入れる予定で、例えば選⼿村の電気は水素を使うとか交通システムも水素⾃動⾞を⾃動運転で⾛らせる…

等々、「環境・エネルギー分野」の話題は枚挙にいとまがない。 

このように「環境・エネルギー分野」は今後我が国の産業を⽀える成⻑分野であり、あらゆる産業に関連すると

ともに、求められる⼈材は、技術の発展とともに需要が高まっていく。 

それには、それを⽀える⼈材の養成を、学校教育の段階から「環境・エネルギー分野」に関わる知識及び技術等

を習得する教育プログラムの開発を⾏い、既存の産業分野で働く社会⼈にとっても学び直しができるように教育プ

ログラムを用意していかなければならない。 

そのために、本事業で開発した２講座「住環境エネルギー講座」と「新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講

座」は、建築士会ＣＰＤ認定講座として⽇本建築士会連合会の承認を得られていることにより、この開発した教育

プログラムを使用すれば、どの教育機関・団体でも全国どの地域においてＣＰＤ認定講座として社会⼈の学び直し

の事業ができる（ＣＰＤ講座のプロバイダー契約は⽇本建築士会連合会と必要）プログラムとした。 

  つまり、社会的に評価・承認が得られている社会⼈学び直し講座として、全国各地域の専修学校や教育機関、

団体から有資格者や建築分野従事者に向けて、啓蒙活動の一助となると考えられる。 

「社会⼈等の学び直しのための環境・エネルギー分野における中核的専門⼈材養成事業」 

代表機関：学校法人小山学園 東京テクニカルカレッジ 

事業責任者：佐々木 章 
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60分/コマ コマのテーマ 内容 教材・教具
1_ 1 シラバスとの関係 住宅省エネルギーの基本を確認する
1_ 2 コマ主題 講座の内容を解説し、学習範囲と到達目標を確認

1_ 3 コマ主題細目

①住宅省エネルギー設計の基本的な考え方
②最新平成２８年省エネ基準
③外皮性能の概要
④性能基準の基準判定フローと用語解説
⑤外皮平均熱貫流率の計算方法
⑥平均日射熱取得率の計算方法
⑦部位別仕様表について

1_ 4 コマ主題細目深度 住宅省エネルギー設計の基本的な考え方から、平成２８年省エネ基準について学ぶ

1_ 5 次コマとの関係
性能基準の基準判定フローから、外皮性能の計算、一次エネルギー消費量の計算へと進
む

2_ 1 シラバスとの関係 最新の省エネ基準を学ぶ
2_ 2 コマ主題 平成２８年省エネ基準の計算手法を学ぶ

2_ 3 コマ主題細目

①一次エネルギー消費量の概要
②外皮の評価指標UA、ηＡ
③地域区分の変更２．地域区分の変更
④性能基準と仕様基準
⑤基準判定フロー
⑥外皮平均熱貫流率UAの計算手順
⑦平均日射取得率ηAの計算手順
⑧一次エネルギー消費計算手法
⑨一次エネルギー消費量算定プログラムの使い方

2_ 4 コマ主題細目深度 省エネ基準の判定フロー、判定手法を学び、計算プログラムの使い方まで理解する

2_ 5 次コマとの関係 平成２８年省エネ基準をしっかり理解し、モデル建築物を使用した演習課題へと進む

3_ 1 シラバスとの関係 モデル建築物を使って、実際に計算、判定をしてみる
3_ 2 コマ主題 演習課題を通し、実際手を動かして、計算手法の理解を深める

3_ 3 コマ主題細目

①モデルプランを理解する、仕様の決定（確認）
②各部の面積計算[㎡]
③各部の熱貫流率（Ｕ）［W/( ㎡ ･K）］の計算
④外皮の部位の面積の合計ΣA ［㎡］の計算
⑤外皮熱損失量ｑ ［W/K］の計算
⑥外皮平均熱貫流率ＵA［W/( ㎡ ･K)］と基準値との比較、判定
⑦解答、解説
⑧ＣＡＤを使った計算支援プログラム

3_ 4 コマ主題細目深度 各部の熱貫流率から、外皮平均熱貫流率ＵＡまで計算できるように実践
3_ 5 次コマとの関係 実務で役立つ省エネ技術、考え方を身につける
4_ 1 シラバスとの関係 2020年の省エネ基準義務化に向け、実践的省エネ住宅の考え方を学ぶ
4_ 2 コマ主題 知識を実務に活かせるよう、省エネ手法をグループワークで考え、発表する

4_ 3 コマ主題細目

①４、５人のグループに分かれる
②自己紹介
③環境に配慮した暮らし方、省エネ手法の提案をグループに分かれてワークショップ
④グループごとに発表
⑤講評

4_ 4 コマ主題細目深度 知識の習得から、実務での活用まで深める
4_ 5 次コマとの関係 　―

地域版　学び直し講座

新省エネ基準・住宅省エネルギー技
術者講座【高知版】

シラバス（概要）-
-

平成28年度
-
-

２０２０年に義務化される「エネルギー使用の合理化に関する建築主事等及び特定建築物の所有者の判断基準（通称：省エネ
基準）」には、建築物の適合化にむけて新たな環境基準としての建築物の需要と供給が始まり、その経済成長と雇用（社会人
の学び直しと就業前教育のカリキュラム改編）が見込まれる。平成２８年度は、建築従事者に対して「新省エネ法順守」、「省エ
ネ基準義務化に向けた地域特性の省エネ策技術」が修得できる講座のプログラムを開発して実証する。
さらに、それを担保とするために「建築士会ＣＰＤ講座」としての認定を受け、社会人のキャリアアップの見える化（第三者機関
の質的保証）を行う。

-
-

オリジナルテキスト

講義＋実習
-

４

ワークショップ
（モデルプランを使い、地
域特性を活かした環境に
配慮した暮らし、省エネル
ギーで快適な住まいにす
る手法をグループワークで
提案してみる）

モデルプラン
図面（Ａ４orＡ
３）、エスキス
用紙（Ａ４orＡ
３）、マー
カー、付箋紙

評価方法
演習課題及び、ワークショップでの省エネ化手法の発表内容にて講座内容の理解度を評価する

１
最新平成２８年省エネ基
準解説

コマシラバス

項目

テキスト

日本再興戦略の中で国土交通省の「低炭素社会に向けた住まいと住まい方」の推進方策についての中間とりまとめでは、２０
２０年までに全ての新築住宅・建築物について最新の省エネ基準への適合義務化を目標として取り組んでいます。
本講座では、最新の省エネ設計手法・施工技術を習得し、４年後の省エネ基準適合義務化へ向け、建築従事者がこれからの
社会や建設業界で役に立つ知識の習得をし（＝社会人の学び直し）、建築分野における環境・エネルギー分野の中核的専門
人材を養成することを目指します。

３
演習課題で実務に役立つ
計算スキルを身につける

演習課題用
紙（Ａ３）
演習課題解
答（Ａ３）
デモンスト
レーション用
ＰＣ（ソフト、
インターネッ
ト環境）、プ
ロジェク
ター、スク
リーン

テキスト、
デモンスト
レーション用
ＰＣ（ソフト、
インターネッ
ト環境）、プ
ロジェク
ター、スク
リーン

２
最新の省エネ基準による
計算、判定手法

４
４時間

1 / 1 ページ





 
 
 
 

新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講座 
【高知版】 

 
 
 

第１回 
「平成 28 年度省エネ基準解説」 
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第（1/4回）　　　年　　月　　日

講師名：

●

□1 □1

□2 □2

●

□3 □3

□4 □4

□5 □5

●

□6 □6

□７ □７

□８ □８

□９ □９

□10 □10

□1

□2

□3

□4

□5

□6

□7

□8

□9

□10

授業シート

新省エネ基準・
住宅省エネルギー技術者講座【高知版】

●シラバス

日本再興戦略の中で国土交通省の「低炭素社会に向けた住まいと住まい方」の推進方策についての中間とりまとめ
では、2020年までに全ての新築住宅・建築物について最新の省エネ基準への適合義務化を目標として取り組んで
います。

本講座では、「建築物省エネ法の概要」、最新の「平成28年省エネ基準による設計手法」を解説。演習問題や、地
域特性を活かした省エネ手法を提案するグループワークを取り入れ、４年後の省エネ基準適合義務化へ向け、建築
従事者がこれからの社会や建設業界で役に立つ知識の修得（＝社会人の学び直し）、建築分野における環境・エネ
ルギー分野の中核的専門人材を養成することを目指します。

今日の授業：

1

●資格関連度 建築士・設計製図

テキストP.4～P.6

テキストP.7

テキストP.9～P.10

テキストP.11

テキストP.14～P.19

テキストP.14～P.19

●今日の授業 ●キーポイント

●参照資料

●授業コメント

外皮の熱的性能を評価する基準

テキストP.11

テキストP.14～P.19

テキストP.14～P.19

テキストP.14～P.19

一次エネルギー消費量の判定

同じ床面積でも、建物の形状や窓の大きさなど、設計によって暖冷房に関わるエネルギー消費はかなり異なってきます。
１コマ目の授業では、住宅省エネルギー設計の基本と、最新の省エネ基準（平成28年省エネ基準）を解説します。
外皮の熱的性能を評価する基準として、断熱性能を示す「外皮平均熱貫流率ＵA」と、日射遮蔽性能を示す「冷房期の平均日射
熱取得率ηＡＣ」、設備を評価する、基準一次エネルギー消費量基準について理解します。

省エネに配慮した建築計画の基本

建築計画上、省エネの観点から配慮する基本
事項

建物形状や窓が最も多い壁面の方位によって段冷房に関わるエネル
ギーが異なる。

省エネ基準の一次エネルギー消費量の計算
あらかじめ実際に居住する人数を設定することが困難なので、エネ
ルギー消費量については、床面積を入力することで計算する。

最新 省エネ基準の概要

値が小さいほど熱が伝わりにくく、断熱性能が高い。

熱を考える上で、重要な用語

材料の熱の伝わりにくさ
熱抵抗：R   （アール）単位：㎡·K  /W

各部位の断熱性能　熱貫流率： U （ユー）
 単位： W / (㎡·K)

値が小さいほど熱を伝えにくく、断熱性能が高い。
U=1/R

断熱性能を示す「外皮平均熱貫流率ＵA」と、日射遮蔽性能を示す
「冷房期の平均日射熱取得率ηＡＣ」 がある。

設備を評価する基準 一次エネルギー消費量基準を用います。

設計一次エネルギー消費量 が、基準一次エネルギー消費量以下とな
ることが求められています。

材料の熱の伝わりやすさ　熱伝導率： λ（ラ
ムダ） 単位： W/ (m · K )

値が大きいほど、 熱が伝わりにくく、断熱性能が高い。
Ｒ＝厚さｄ（ｍ）／熱伝導率 λ

外皮平均熱貫流率： UA （ユー・エー） 単位
： W／(㎡・K)

値が小さいほど省エネルギー性能が高いことを示します。

冷房期の平均日射熱取得率： ηＡＣ（イータ・
エー・シー） 単位：％

屋根、外壁、窓等の外皮の各部位から入射する日射量を外皮全体で
平均した値。
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以下の問いに、〇か×で答えよ。

第（1/4回）　　　年　　月　　日

講師名：

問題1

解答1

問題2

解答2

問題3

解答3

問題4

解答4

問題5

解答5

問題6

解答6

問題7

解答7

問題8

解答8

問題9

解答9

問題10

解答10

氏名：

今日の授業：新省エネ基準・
住宅省エネルギー技術者講座【高知版】

省エネルギー住宅を設計するため、建物形状や窓の位置に配慮して計画した。

1カルテ

省エネ基準の一次エネルギー消費量の計算において、実際に居住する人数によってエネルギー使用量が異なる為、居住
者人数を入力した。

外皮の熱的性能を評価する基準としては、述べ床面積で判定する。

設備を評価する基準としては、電気、都市ガスなどの二次エネルギー消費量基準を用いる。

一次エネルギー消費量の判定方法は、設計一次エネルギー消費量が、基準一次エネルギー消費量以下となればＯＫ。

熱伝導率： λ（ラムダ）は、値が大きいほど熱が伝わりにくく、断熱性能が高い。

熱抵抗：R （アール）は、値が小さいほど熱が伝わりにくく、断熱性能が高い。

熱貫流率： U （ユー）は、値が小さいほど熱を伝えにくく、断熱性能が高い。

外皮平均熱貫流率： UA （ユー・エー）は、値が小さいほど省エネルギー性能が高いことを示します。

冷房期の平均日射熱取得率： ηＡＣ（イータ・エー・シー）は、屋根、外壁、窓等の外皮の各部位から入射する日射量
を外皮全体で平均した値である。
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第（1/4回）　　　年　　月　　日

講師名：

解答1

解説1

解答2

解説2

解答3

解説3

解答4

解説4

解答5

解説5

解答6

解説6

解答7

解説7

解答8

解説8

解答9

解説9

解答10

解説10

氏名：

今日の授業：新省エネ基準・
住宅省エネルギー技術者講座【高知版】

省エネルギー住宅を設計するため、建物形状や窓の位置に配慮して計画した。
〇

建物形状や窓が最も多い壁面の方位によって段冷房に関わるエネルギーが異なる。

解答 1

省エネ基準の一次エネルギー消費量の計算において、実際に居住する人数によってエネルギー使用量が異なる為、居住
者人数を入力した。
×

あらかじめ実際に居住する人数を設定することが困難なので、エネルギー消費量については、床面積を入力することで
計算する。

外皮の熱的性能を評価する基準としては、述べ床面積で判定する。
×

外皮の熱的性能を評価する基準として、断熱性能を示す「外皮平均熱貫流率ＵA」と、日射遮蔽性能を示す「冷房期の平
均日射熱取得率ηＡＣ」 の２つがある。

設備を評価する基準としては、電気、都市ガスなどの二次エネルギー消費量基準を用いる。
×

一次エネルギー消費量基準を用います。私たちが使っているのは、電気、ガスなどの二次エネルギーですが、単位を同
じにするため一次エネルギーに換算して考えます。

一次エネルギー消費量の判定方法は、設計一次エネルギー消費量が、基準一次エネルギー消費量以下となればＯＫ。
〇

設計一次エネルギー消費量 が、基準一次エネルギー消費量以下となることが求められています。

熱伝導率： λ（ラムダ）は、値が大きいほど熱が伝わりにくく、断熱性能が高い。
×

材料の熱の伝わりやすさを表す、熱伝導率： λ（ラムダ） 単位： W/ (m · K )は、値が小さいほど熱が伝わりにく
く、断熱性能が高い。

熱抵抗：R （アール）は、値が小さいほど熱が伝わりにくく、断熱性能が高い。
×

材料の熱の伝わりにくさを表す、熱抵抗：R （アール）は、値が大きいほど、 熱が伝わりにくく、断熱性能が高い。
Ｒ＝厚さｄ（ｍ）／熱伝導率 λ

熱貫流率： U （ユー）は、値が小さいほど熱を伝えにくく、断熱性能が高い。
〇

各部位の断熱性能を表す、熱貫流率： U （ユー）単位： W / (㎡·K)は、値が小さいほど熱を伝えにくく、断熱性能が
高い。
U=1/R

外皮平均熱貫流率： UA （ユー・エー）は、値が小さいほど省エネルギー性能が高いことを示します。
〇

外皮平均熱貫流率： UA （ユー・エー） 単位 ： W／(㎡・K)は、住宅の内部から外壁、屋根、天井、床及び開口部など
を通過して外部へ逃げる熱量を外皮全体で平均した値で、熱損失の合計を外皮等面積の合計で除した値です。値が小さ
いほど省エネルギー性能が高いことを示します。 また、換気による熱損失は含まれません。

冷房期の平均日射熱取得率： ηＡＣ（イータ・エー・シー）は、屋根、外壁、窓等の外皮の各部位から入射する日射量
を外皮全体で平均した値である。
〇

冷房期の平均日射熱取得率： ηＡＣ（イータ・エー・シー） 単位：％は、窓から直接侵入する日射による熱と、屋根、
外壁など窓以外から日射の影響で熱伝導により侵入する熱を評価した指標です。屋根、外壁、窓等の外皮の各部位から
入射する日射量を外皮全体で平均した値であり、冷房期の日射熱取得量mcを外皮の部位の面積の合計ΣAで除し、X
100にした値です。
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「成長分野等における中核的専門人材養成の戦略的推進」事業
社会人等学び直しのための環境・エネルギー分野における中核的専門人材養成事業
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主催：学校法人龍馬学園高知情報ビジネス＆フード専門学校
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建築計画における重要な考え その① 建物形状建築計画における重要な考え その① 建物形状

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

同じ床面積でも、建物の形状や窓の大きさ、窓が最も多い壁面の方位によって暖冷房に関わるエネルギーは異なります。
設計計画においての省エネルギーの観点からは、建物の形状はできるだけシンプルで、 採光や通風を 考慮しながら適切な大きさ
の窓の計画を⾏います。

①建物形状
下図は、同じ床面積でも外表面積が異なることを、サイコロ 状のモデルで表現しました。 左は総２階建て住宅を、右は凹凸の

多い複雑な形状の住宅を想定しており、 右の方が約 4 0 %も外表面積が多くなっています。 外表面積が多いと外気の影響を 受け
やすく、熱損失も大きくなります

4

第１章
省エネに配慮した

建築計画の基本手順

3
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建築計画における重要な考え その③窓の方位建築計画における重要な考え その③窓の方位

③窓の方位
窓の計画は、冬の日射熱を多く取り入れ、夏はできる限り日射熱を遮ることを考える必要があります。
方位係数とは、⽔平面の日射量を１とした場合の垂直面（８方位）の比率を表したもので、各地域区分毎に、
夏と冬の係数が定められています。

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

冬は南面ほど方位係数の値が大きく日射による影響が大きいことを示しています。
夏は東⻄面の方位係数が大きくて、南面は他の方位と比べても突出して日射の影響が大きくないことが分かります。
高知県は４、５、６，７地域に分かれます。この傾向を地域毎に確認し、方位別の窓面積などの計画の参考としてください。

6

建築計画における重要な考え その②窓面積建築計画における重要な考え その②窓面積

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

②窓面積

窓面積が必要以上に大きいと熱損失が大きくなるとともに、外気の影響を受けやすいためにコールドドラフトや窓ガラス面
からの冷放射による不快感も大きくなります。
下図は窓面積の違いによる熱損失を比較するためのモデルで、右は左より熱損失が22%増加しています。

5
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第２章
最新省エネ基準の概要

8

設備計画における重要な考え設備計画における重要な考え

設備計画では、主に以下の４点をしっかり検討します。

①設計条件（内的条件、外的条件）の確認
１）居住者の ライフスタイル、要望など
建売のように、特定の居住者が想定できない場合は設備計画の趣旨を明確にした上で、住まい手に伝えます。
なお、省エネ基準の⼀次エネルギー消費量の計算においては、あらかじめ実際に居住する世帯の⼈数を設定することが困難です。
エネルギー消費量については、床面積を入⼒することで居住⼈数を考慮した計算を⾏うこととします。

２） 地域性
気象条件、周辺環境、インフラの状況など

３）建物条件

②設備能⼒の選定
居住者の要望をもとに、設備能⼒を設定します。

③設備方式の選定
①、②に応じた設備方式を選定します。

④設備設計
設備能⼒、設備機器の配置、配管計画などについて計画します。設備能⼒は、必要とされる負荷（暖冷房に係る熱量や給湯量など）

に対して過大な能⼒の機器は効率が低下する恐れがありますので、 適切な能⼒となります。

7
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最新省エネ基準の概要（平成28年省エネ基準） ①外皮性能基準最新省エネ基準の概要（平成28年省エネ基準） ①外皮性能基準

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

10

最新省エネ基準の概要（平成28年省エネ基準） ①外皮性能基準最新省エネ基準の概要（平成28年省エネ基準） ①外皮性能基準

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

①外皮性能基準
（１）外皮性能基準UA、 とは

外皮の熱的性能を評価する基準には、①断熱性能を示す「外皮平均熱貫流率ＵA」と、②日射遮蔽性能を示す「冷房期の平
均日射熱取得率 」 があります。 いずれも 「外皮の部位の面積の合計」 当たりの指標となっています。

1 ) 外皮平均熱貫流率

9
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最新省エネ基準の概要（平成28年省エネ基準）③性能基準と仕様基準最新省エネ基準の概要（平成28年省エネ基準）③性能基準と仕様基準

※１：部位別仕様表は、告示第265号別表第３〜第５号と、
別途登録されたデータベースを参照してください。

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会12

最新省エネ基準の概要（平成28年省エネ基準）②一次エネルギー消費量基準最新省エネ基準の概要（平成28年省エネ基準）②一次エネルギー消費量基準

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

設備を評価する基準には、「⼀次エネルギー消費量基準」を用います。
私たちが普段使っている、電気、ガスなどは二次エネルギーですが、⼀次エネルギーに換算して考えます。単位を揃えるというこ
とです。⼀次エネルギー消費量計算の対象となるのは、暖冷房、換気、照明、給湯による設備のエネルギー消費量と家電等エネル
ギー消費量、 および太陽光発電などのエネルギー利用効率化設備による⼀次エネルギー消費量の削減量（コージェネレーシ ョン
設備による発電量も含む）です。以下が判定方法と指標の基準です。

評価対象となる住宅において、
① 共通条件の下で、②設計仕様（省エネ手法を加
味）で算定した値（設計⼀次エネルギー消費量 ）が、
③基準仕様で算定した値（基準⼀次エネルギー消費
量）以下となることが求められています。
この場合 、家電等に係る⼀次エネルギー消費量は、

設計⼀次エネルギー消費置と基準⼀次エネルギ ー消費
量の両方に同じ値が加算されることとなります。

11
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熱を考える上で、重要な用語熱を考える上で、重要な用語

① 材料の熱の伝わりやすさ 熱伝導率： λ（ラムダ） 単位： W/ (m · K )
厚さが１mで両側の温度差を 1 ℃としたときに、 材料面積１m2の部分を通過する熱量を W（ワ ッ ト）で表わします。
値が小さいほど熱が伝わりにくく、断熱性能が高い。

②材料の熱の伝わりにくさ 熱抵抗：R   （アール）
単位： m2·K  /W

厚さに応じて、両側の温度差を１℃としたときに、材料面積１mの部分を通過する熱量をW（ワット）で表わし、
この逆数が熱抵抗です。
値が大きいほど、熱が伝わりにくく、断熱性能が高い。

Ｒ＝厚さｄ（ｍ）／熱伝導率 λ

③各部位の断熱性能 熱貫流率： U （ユー）
単位： W / (m2·K)

各部位の両側の温度差を１℃と したとき、部位面積１m2の 部分を通過する熱量を W（ワット）で表わします。
値が小さいほど熱を伝えにくく、断熱性能が高い。

U=1/R
＊壁の熱貫流率は、断⾯各層の熱抵抗の合計＋室内、室外側の表⾯熱抵抗の和の逆数になる。

14

第３章
熱を考える上で、重要な用語

13
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熱を考える上で、重要な用語熱を考える上で、重要な用語

出典：「平成２８年省エネルギー基準に準拠したエネルギー消費性能の評価に関する技術商法（住宅）」 国立研究開発法人 建築研究所

⑭ 外皮平均熱貫流率： UA （ユー・エー） 単位 ： W／(m2・K)
住宅の内部から外壁、屋根、天井、床及び開⼝部などを通過して外部へ逃げる熱量を外皮全体で平均した値で、熱損失の合計

を外皮等面積の合計で除した値です。 値が小さいほど省エネルギー性能が高いことを示します。 また、換気による熱損失は含ま
れません。ΣAについては⑰を参照してください。

16

④ 線熱貫流率： （プサイ） 単位： W/(m·K)
基礎の土間床等の外周部における⻑さ当たりの熱貫流率のこ

とです。 （他の部位と同様に熱貫流率（ U ）という表現になっ
ていましたが、⻑さ当たりの数値であることを明確にするために、
線熱貫流率（（ ）という表現に変更）

⑤ 日射熱取得率： （イータ ） 単位 ： ―
部材や部位の日射熱の室内への侵入の程度を表す値であり、
値が小さいと日射遮蔽性能が高くなります。

については、⑮ ⑯ を参照。

⑥ 温度差係数： H（エイチ） 単位： ⼀
隣接する空間との温度差を勘案して、 部位の熱損失量を補

正する係数のことです。

⑦⑧ 方位係数：V（ニュー） 単位 ： ⼀
日射の影響は地域や方位によって異なるため、その影響を勘

案して、地域区分及び方位毎に日射熱取得量を補正する係数で
す。冷房期の方位係数を V c (ニュー・シー）、暖房期の方位
係数を VH （バニュー・エイチ）といいます。

⑨⑩窓の取得日射量補正係数： f （エフ） 単位 ：―
庇などの日除け、地表面反射の影響を考慮するために、日射熱の

侵入割合を補正する係数であり、地域やガラスの種類によって異な

ります。冷房期の補正係数を f C (エフ・シー）、暖房期の補正係数

をf H (エフ ・エイチ）といいます。

熱を考える上で、重要な用語熱を考える上で、重要な用語

出典：「平成２８年省エネルギー基準に準拠したエネルギー消費性能の評価に関する技術商法（住宅）」 国立研究開発法人 建築研究所

⑪単位温度差当たりの外皮熱損失量：q （スモール・キュー）

単位： W/K
内外の温度差１℃の場合の部位の熱損失量の合計で各部位の

熱損失量の合計（＝住宅全体の熱損失量）をいいます（略して「外

皮熱損失量」という場合もあります）。

⑫単位日射強度当たりの冷房期の日射熱取得量：mC（エム・

シー） 単位： W / （W / m）

水平面における全天日射量１W /m 2ぁたり、住戸が取得する熱

の冷房期間平均値のことで、冷房期の各部位の日射熱取得量の

合計（＝住宅全体の日射熱取得量）をいいます（略して「冷房期の

日射熱取得量」という場合もあります）。

⑬単位日射強度当たりの暖房期の日射熱取得量：mH (エム・エイ

チ） 単位： W / (W / m )
⑫の冷房期に対して、暖房期における値で、暖房期の各部位の

日射熱取得量の合計（＝住宅全体の日射熱取得量）のことをいい

ます（略して「暖房期の日射熱取得量」という場合もあります）。

15
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熱を考える上で、重要な用語熱を考える上で、重要な用語

出典：「平成２８年省エネルギー基準に準拠したエネルギー消費性能の評価に関する技術商法（住宅）」 国立研究開発法人 建築研究所

⑯ 暖房期の平均日射熱取得率： （イータ・エー・エイチ）単位：％
⑮の冷房期に対して、 暖房期における値のことをいいます。

18

熱を考える上で、重要な用語熱を考える上で、重要な用語

出典：「平成２８年省エネルギー基準に準拠したエネルギー消費性能の評価に関する技術商法（住宅）」 国立研究開発法人 建築研究所

⑮ 冷房期の平均日射熱取得率： （イータ・エー・シー） 単位：％
窓から直接侵入する日射による熱と、屋根、外壁など窓以外から日射の影響で熱伝導により侵入する熱を評価した指標です。

屋根、外壁、窓等の外皮の各部位から入射する日射量を外皮全体で平均した値であり、冷房期の日射熱取得量mcを外皮の部位の
面積の合計ΣAで除し、X 100にした値です。

17
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熱を考える上で、重要な用語熱を考える上で、重要な用語

※熱的境界とは、外気と室内の

温度環境を明確に区分する境界

のことです。

住宅の断熱計画においては、熱

的境界を連続した線で囲み込む

ことが基本です。

出典：「平成２８年省エネルギー基準に準拠したエネルギー消費性能の評価に関する技術商法（住宅）」 国立研究開発法人 建築研究所

⑰ 外皮の部位の⾯積の合計：ΣA (シグマ・エー）単位：m2

外皮とは、熱的境界※を構成する部位で、外壁や屋根等の⼀般部位、開⼝部、基礎等および土間床の総称です。「外皮の部位
の面積の合計」は、下図の が示すように、建物全体の外皮の面積のことをいいます。
下図は、外皮平均熱貫流率 UA と 、冷房期の平均日射熱取得率 を算出する際の対象部位を示しています。「外皮の部位

の面積の合計ΣA」は、両方に共通です。
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第（2/4回）　　　年　　月　　日

講師名：

●

□1 □1

□2 □2

□3 □3

□4 □4

□5 □5

□6 □6

□７ □７

□８ □８

□９ □９

●

□10 □10

□1

□2

□3

□4

□5

□6

□7

□8

□9

□10

小数点第３位以下を切り上げ、小数点以下２桁にする。

各部位の熱貫流率を求める際に使用する値で、発表されている表よ
り求める。

躯体の熱貫流率を計算する際の計算方法

各部位の熱貫流率と見付面積を拾って面積比率をだし計算する方法
です。非常に手間がかかるため、オススメしません。

③簡略計算方法ー 2 (補正熱貫流率）の特徴
補正熱貫流率を用いて計算することもできます。安全率を高くみて
いるため、断熱材はより高い断熱性能が必要になります。

①詳細計算方法（面積加重平均）、②簡略計算方法ー 1 (面積比
率）、③簡略計算方法ー 2 (補正熱貫流率）の３つの方法がある。

①詳細計算方法（面積加重平均）の特徴

②簡略計算方法ー 1 (面積比率）の特徴

一次エネルギー消費量の計算方法
基本的に、国立研究開発法人　建築研究所がインターネット上に公
開しているプログラムを使用します。無料で誰でも使用できます。

一次エネルギー消費量の計算手順

外皮平均熱貫流率UA の判定基準
計算によって求めた、外皮平均熱貫流率 UA が、基準値以下である
かで判定します。

外皮平均熱貫流率の基準値
日本の各地を８地域に分類し、それぞれに基準値が設定されていま
すが、基準値がない地域も存在します。

外皮平均熱貫流率UA 数値の桁数

４つのステップがある。①面積を拾う②各部位の熱貫流率を求める
③温度差係数を求める④外皮平均熱貫流率を求める。

●今日の授業 ●キーポイント

●参照資料

●授業コメント

テキストP.39～P.40

テキストP.42～P.44

テキストP.45

テキストP.45～P.53

断熱部と熱橋部との面積比率が部位ごとに設定され、設計内容に照
らし合わせ、その比率を調べる。オススメの方法。

●資格関連度 建築士・設計製図

テキストP.22

テキストP.22

テキストP.23   P.24～P.93

テキストP.24

テキストP.54～P.55

テキストP.94～P.120

同じ床面積でも、建物の形状や窓の大きさなど、設計によって暖冷房に関わるエネルギー消費はかなり異なってきます。
２コマ目の授業では、外皮の熱的性能を評価する基準として、断熱性能を示す「外皮平均熱貫流率ＵA」の計算手順と、一次エ
ネルギー消費量の計算について解説します。一次エネルギー消費量については、国立研究開発法人　建築研究所がインターネッ
ト上に公開しているプログラムの使用方法を理解します。

表面熱抵抗値、空気層の熱抵抗

外皮性能の計算手順
外皮平均熱貫流率の計算

授業シート

新省エネ基準・
住宅省エネルギー技術者講座【高知版】

●シラバス

日本再興戦略の中で国土交通省の「低炭素社会に向けた住まいと住まい方」の推進方策についての中間とりまとめ
では、2020年までに全ての新築住宅・建築物について最新の省エネ基準への適合義務化を目標として取り組んで
います。

本講座では、「建築物省エネ法の概要」、最新の「平成28年省エネ基準による設計手法」を解説。演習問題や、地
域特性を活かした省エネ手法を提案するグループワークを取り入れ、４年後の省エネ基準適合義務化へ向け、建築
従事者がこれからの社会や建設業界で役に立つ知識の修得（＝社会人の学び直し）、建築分野における環境・エネ
ルギー分野の中核的専門人材を養成することを目指します。

今日の授業：

2

外皮平均熱貫流率の計算手順
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以下の問いに、〇か×で答えよ。

第（2/4回）　　　年　　月　　日

講師名：

問題1

解答1

問題2

解答2

問題3

解答3

問題4

解答4

問題5

解答5

問題6

解答6

問題7

解答7

問題8

解答8

問題9

解答9

問題10

解答10

②簡略計算方法ー 1 (面積比率）の特徴は、各部位の熱貫流率と見付面積を拾って面積比率をだし計算すること。

③簡略計算方法ー 2 (補正熱貫流率）の特徴は、補正熱貫流率を用いて計算すること。

一次エネルギー消費量の計算方法は、無料の、国立研究開発法人　建築研究所がインターネット上に公開しているプロ
グラムをユーザー登録することにより使用します。

表面熱抵抗値、空気層の熱抵抗は、各部位の熱貫流率を求める際に使用する値で、発表されている表より求める。

躯体の熱貫流率を計算する際の計算方法は１つしかない。

①詳細計算方法（面積加重平均）の特徴は、断熱部と熱橋部との面積比率が部位ごとに設定され、設計内容に照らし合
わせ、その比率を調べること。

外皮平均熱貫流率の基準値は、日本の各地を６地域に分類し、それぞれに基準値が設定されている。

外皮平均熱貫流率の計算手順は３つのステップで求める。

外皮平均熱貫流率UA 数値の桁数は、小数点第３位以下を切り上げ、小数点以下２桁にする。

氏名：

今日の授業：新省エネ基準・
住宅省エネルギー技術者講座【高知版】

外皮平均熱貫流率UA の判定基準として、計算によって求めた、外皮平均熱貫流率 UA が、基準値以上なのでＯＫとし
た。

2カルテ
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第（2/4回）　　　年　　月　　日

講師名：

解答1

解説1

解答2

解説2

解答3

解説3

解答4

解説4

解答5

解説5

解答6

解説6

解答7

解説7

解答8

解説8

解答9

解説9

解答10

解説10

②簡略計算方法ー 1 (面積比率）の特徴は、各部位の熱貫流率と見付面積を拾って面積比率をだし計算すること。
×

断熱部と熱橋部との面積比率が部位ごとに設定され、設計内容に照らし合わせ、その比率を調べる。オススメの方法。

③簡略計算方法ー 2 (補正熱貫流率）の特徴は、補正熱貫流率を用いて計算すること。
〇

補正熱貫流率を用いて計算することもできます。安全率を高くみているため、断熱材はより高い断熱性能が必要になり
ます。

一次エネルギー消費量の計算方法は、無料の、国立研究開発法人　建築研究所がインターネット上に公開しているプロ
グラムをユーザー登録することにより使用します。
×

ユーザー登録は不要です。無料で誰でも使用できます。また、プログラムをダウンロードする必要もありません。

表面熱抵抗値、空気層の熱抵抗は、各部位の熱貫流率を求める際に使用する値で、発表されている表より求める。
〇

各部位の熱貫流率を求める際に使用する値で、発表されている表より求める。

躯体の熱貫流率を計算する際の計算方法は１つしかない。
×

①詳細計算方法（面積加重平均）、②簡略計算方法ー 1 (面積比率）、③簡略計算方法ー 2 (補正熱貫流率）の３つの方
法がある。

①詳細計算方法（面積加重平均）の特徴は、断熱部と熱橋部との面積比率が部位ごとに設定され、設計内容に照らし合
わせ、その比率を調べること。
×
各部位の熱貫流率と見付面積を拾って面積比率をだし計算する方法です。非常に手間がかかるため、オススメしませ
ん。

外皮平均熱貫流率の基準値は、日本の各地を６地域に分類し、それぞれに基準値が設定されている。
×

日本の各地を８地域に分類し、それぞれに基準値が設定されていますが、基準値がない地域も存在します。

外皮平均熱貫流率の計算手順は３つのステップで求める。
×

４つのステップがある。①面積を拾う②各部位の熱貫流率を求める③温度差係数を求める④外皮平均熱貫流率を求め
る。

外皮平均熱貫流率UA 数値の桁数は、小数点第３位以下を切り上げ、小数点以下２桁にする。
〇

外皮平均熱貫流率UA 数値の桁数は、小数点第３位以下を切り上げ、小数点以下２桁にする。なお、面積は第３位を四
捨五入し、小数点以下２桁にする。

氏名：

今日の授業：新省エネ基準・
住宅省エネルギー技術者講座【高知版】

外皮平均熱貫流率UA の判定基準として、計算によって求めた、外皮平均熱貫流率 UA が、基準値以上なのでＯＫとし
た。
×

計算によって求めた、外皮平均熱貫流率 UA が、基準値以下であるかで判定します。

解答 2
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外皮性能の計算手順外皮性能の計算手順

外皮性能の性能基準は、下図の通りです。

Step1〜3で求めた数値を、Step4で計算式に代入して求めます。
「外皮平均熱貫流率」と「平均日射熱取得率」を、Step順に解説をします。
ＵＡ、ηＡＣは外皮性能基準、ＵＡ、ηＡＣ、ηＡＨは外皮性能基準の計算に使用します。

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

21

第４章
外皮性能の計算手順

その①
外皮平均熱貫流率の計算

20
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外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

熱的境界と断熱部位の断面構成を確認し、次の手順に従って外皮平均熱貫流率UAを計算する。熱的境界と断熱部位の断面構成を確認し、次の手順に従って外皮平均熱貫流率UAを計算する。

▼Step １ 面積を拾う

面積は部位毎・仕様毎に拾う。
ここで求めた面積は、冷房期の平均日射熱取得率 を求める際にも使うため方位別に拾い、窓については一窓毎に拾う。
また、一次エネルギー消費量基準計算の際には、居室・非居室の面積を入力するため、床面積は部屋別に求める。

面積は部位毎・仕様毎に拾う。
ここで求めた面積は、冷房期の平均日射熱取得率 を求める際にも使うため方位別に拾い、窓については一窓毎に拾う。
また、一次エネルギー消費量基準計算の際には、居室・非居室の面積を入力するため、床面積は部屋別に求める。

▼Step ２ 各部位の熱貫流率を求める

▼Step ３ 温度差係数を選ぶ

▼Step ４ 外皮平均熱貫流率を求める

23

外皮平均熱貫流率の計算手順
【①基準値と計算式】

外皮平均熱貫流率の計算手順
【①基準値と計算式】

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

外皮平均熱貫流率 UA の基準値は下表の通りで、基準値以下であることが求められます。

外皮平均熱貫流率 UA とは、住宅の内部から外壁をはじめ、屋根、天井、床、及び開⼝部などを通過して外部へ逃げ
る熱量を外皮全体で平均した値のことで、下式のように外皮全体の外皮熱損失景 q を外皮の部位の面積の合計ΣAで除
して求めます。高知県は地域により、上記表の４、５、６、７地域の４地域に区分されています。

外皮熱損失量 q と外皮の部位の面積の合計ΣAは、下式にて求めます。外皮熱損失量 q は各部位の貫流熱損失の合
計で、外皮の部位の面積の合計ΣAは各部位の面積の合計です。

22
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外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

▼Step １ 面積を拾う

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

（１）対象部位

外皮とは、下図のように熱的境界となる部分をいいます。床には１階の床下に接する「その他の床」とオーバーハングのように 「外

気に接する床」があります。また土間床等の外周においても、「床下に接する部分」と「外気に接する部分」があります。

外皮面積は、熱的境界となる外壁、屋根、天井、床、開口部などの面積と、地盤面が熱的境界となっている土間床等がある場合は、

その水平部分を対象とします。土に接する基礎の立上り部分は、外皮面積に算入しません。各部位で仕様が異なる場合は、仕様毎に

面積を計算します。また開口部については、大きさや庇等の有無もそれぞれ異なりますので、一窓毎に拾います。

25

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会
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▼Step １ 面積を拾う

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

垂直方向の寸法は、天井（屋根）や床（基礎）の断熱方法や断熱部位により異なります。下図は、充填断熱工法と外張
断熱工法の例です。

外壁面積の上端は、天井断熱の場合は天井仕上げ面までが、屋根断熱の場合は桁天端までが、桁上断熱の場合は下地材
の下端ま でが外壁寸法となります。 下端は、 床断熱の場合は床仕上げ面 までが外壁寸法となります。 基礎断熱は、基礎
高さが GL+ 400 mm以下の場合、 基礎天端までが外壁寸法となります。

屋根断熱の場合は、壁⼼と桁天端の交点を起点として勾配なりの寸法を求めます。

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】
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▼Step １ 面積を拾う

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

（２） ⾯積の求め方
⽔平方向は、原則として璧⼼間の寸法（軸組構法は柱の中⼼線）を用います。ただし、所管⾏政庁によって璧⼼の考え方が

異なる場合がありますので、その場合は、当該所管⾏政庁における床面積算出の寸法に従ってください。

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】
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▼Step １ 面積を拾う

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

小屋壁がある場合は、下図のように外壁として面積を求めます。小屋壁は忘れがちなので注意してください。

同じ部位でも仕様が異なる場合は、仕様毎に面積を拾います。例えば、下図のように下屋の下がり壁が他の外壁と仕様
が異なる場合は、仕様別に面積を拾います。

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】
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▼Step １ 面積を拾う

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】
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▼Step １ 面積を拾う

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

基礎断熱及び玄関や浴室などの土間床等の場合、土間部分の床面積Aと周⻑Lを求めます。
周⻑Lを求めるのは、基礎の熱損失を計算する際の基礎の線熱貫流率 が⻑さあたりの数値となっているからです。
よって、下表のように、土間部分の床面積Aは外皮の部位の面積の合計ΣAに加算しますが、貫流熱損失の計算には周⻑Lを用います。

（３）基礎のまわりの寸法

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】
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▼Step １ 面積を拾う

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

床面からの高さが300mm 以上のもので、かつ壁面からの突出が500mm未満の腰出窓の場合は、建築基準法に準じて
突出していないものとして計算できます。 この場合、出寸法は外壁⼼からではなく、外壁の外面からの寸法であることに
注意が必要です。ただし、所管⾏政庁によって考え方が異なる場合があるため、その場合は、当該所管⾏政庁における算
出方法に従ってください。

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】
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▼Step １ 面積を拾う

基礎まわりの外皮面積の求め方は、基礎の高さがGL＋400mm以下、またはGL400mm超によって異なります。
これは、基礎の熱貫流率Uの計算式が、GL＋400mm以下の場合い適用されるからです。

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

① 一般的な基礎断熱 (GL+400mm以下の場合）
基礎天端から上側が外皮面積算出寸法となり、外壁の面積を

拾います。

② 基礎高さが GL+400mmを超える場合
基礎高さがGL+400mmを超える場合は、GL+400mmから上

側が外皮面積算出寸法となります。この場合、外壁部分と基礎
壁部分は熱貫流率が異なるため、外壁の面積と基礎壁の面積を
別々に算出します。 基礎壁については、外壁同様に熱貫流率も
算出します。

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】
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▼Step １ 面積を拾う

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

基礎の周⻑は、隣接する空間によって温度差係数Hが異なるため、「床下に接する基礎」と「外気に接する基礎」に分けて
拾います。

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】
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▼Step １ 面積を拾う

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

⑤ 地下室
地下室などの地盤面下で土中にある壁は、外皮面積に算入しません。ただし、ドライエリ ア（空堀）に面する壁は、

地上階と同様に算出します。

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】
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▼Step １ 面積を拾う

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

③ 土間部全⾯に断熱材を施工する場合
(GL+400mm以下の場合）

土間全面に断熱材を施工する場合は、床断熱とみなし、土間天
端から上側が外皮面積算出寸法となります。

この場合、土間天端から基礎天端までの部分を、 面積の合計
は（ΣA）に算入しますが、 面積が小さいので上記②の基礎壁
のように貫流熱損失の計 算には加算しなくても構いません。

④ 玄関土間 (GL+400mm以下の場合）
玄関土間等の部分は簡略化のため、下左図のように基礎天端から上側の「外皮面積算出寸法 A 」、もしくは床仕上げ面から上

側の「外皮面積算出寸法 B 」のいずれを用いても構いません。 また、下右図のように土間部全面に断熱材を施工する場合は、
土間天端から上側の「外皮面積算出寸法 C 」を用いることもできます。

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】
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▼Step ２ 各部位の熱貫流率を求める

各部位の熱貫流率を求める方法には、 計算による方法と部位別仕様表を用いる方法があります。
●計算による方法
●部位別仕様表を用いる方法
Step2では計算による方法について解説をします。また、部位別仕様表を用いる方法については、
「４．部位別仕様表を用いる方法」で解説をします。

（１）熱貫流率の計算方法
1 ) 熱貫流率の計算式

各部位の断熱部 （熱橋部を除いた部位）の熱貫流率Uは、次ページの式のように求めます。
外壁や屋根などは、複数の材料や空気層で構成されているので、まず構成する各層の熱抵抗R を

求め、それらを合計した熱貫流抵抗Rｔの逆数が部位の熱貫流率U となります。
室内と室外の表面に接する空気もそれぞれ空気層としての抵抗値 (Ri 、 Ro)  を持ちます。
また壁体内などに空気層がある場合も、⼀つの層として計算します（Ra ）。

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】
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▼Step １ 面積を拾う

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

（４）開口部の⾯積
開⼝部は、面積や方位、及び庇や付属部材等が各々で異なるため、全ての窓やドアをリストアップし、それぞれ

について計算をします。

開⼝部の面積は、以下の寸法により求めます。
・建具の出来寸法
・JIS A4706に基づく呼称寸法
・JIS A4710、及びJIS A2102-1

出窓は、床面からの高さが300mm 以上で、かつ壁面からの突出が500mm未満の腰出窓の場合は、突出してい
ないものとして計算ができます。

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】
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２）材料の熱伝導率
計算に用いる材料の熱伝導率λは、下記のいずれかの値、もしくは「資料 3.建材と断熱材の熱物性値」によります。

▼Step ２ 各部位の熱貫流率を求める

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

λ[W/(m・k)]

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】
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▼Step ２ 各部位の熱貫流率を求める

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】
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▼Step ２ 各部位の熱貫流率を求める

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」
全国木造住宅生産体制推進協議会

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

41

P42〜43

P42〜43

P42〜43
P171〜172

P173〜174
P175〜176

▼Step ２ 各部位の熱貫流率を求める

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

４） 空気層の熱抵抗 Ra [m2 · K / W]
計算に用いる空気層の熱抵抗Raは、密閉空気層が対象で通気層は含みません。また、床下および外気に通じる小屋裏や天

井裏も空気層とはなりません。

5 ) 熱貫流率 U の計算例
下図の外壁（断熱部）の熱貫流率を求めると以下の通りになります。

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】
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▼Step ２ 各部位の熱貫流率を求める

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

詳細計算方法は、 当該住宅の断面構成の異なる部分を細かく分け、全ての部分について、面積と熱貫流率を求めて計
算する方法です。これを簡易にしたのが、簡略計算方法です。簡略計算方法には、面積比率を用いるものと、補正熱貫流
率を用いるものの２つがあります。下図のように、 簡略計算方法では、 胴差や天井ふところの外壁部分を別個に計算す
る必要はありません。

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】
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▼Step ２ 各部位の熱貫流率を求める

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

（２）躯体の熱貫流率U [ W/ ( 団 ・K) J

（１）では、 断熱部の熱貫流率Uを求める計算式の説明をしましたが、木造の建物には熱橋となる柱や梁等があり、⼀つの
部位に複数の断面構成が存在します。そのため、断熱部と熱橋部の各断面の面積比率を考慮した上で、その部位の熱貫流率
を求めることが必要となります。

計算方法には、以下の３つの方法があります。

① 詳細計算方法（面積加重平均）
② 簡略計算方法ー 1 (面積比率）
③ 簡略計算方法ー 2 (補正熱貫流率）

また、計算しなくてもよい方法もあります（部位別仕様表 参照）

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】
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▼Step ２ 各部位の熱貫流率を求める

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

（２）ー① 詳細計算方法（⾯積加重平均）

詳細計算方法とは、当該住宅の熱橋部と断熱部など断面構成が異なる部分の熱貫流率と⾒付け面積をそれぞれ拾って面積比
率を求め、その平均とする方法です。 断熱の部位、柱間柱の部位、胴差や桁の部位など、断面構成の異なる部分全てについて
それぞれ求めます。 この方法は、多くの手間を要するため、⼀般的とはいえません。

（２）ー② 簡略計算方法ー1 （⾯積⽐率）

各部位のエ法毎に決められた熱橋部と断熱部の面積比率を用いて計算する簡略計算方法です。これにより求めた熱貫流率は、
断熱仕様が同じ場合に限り、胴差、天井ふところの外壁、土台にも同じ値を用いることができます。

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】
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▼Step ２ 各部位の熱貫流率を求める

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

熱橋部の断面の厚さは、下図のように考えます。

床など断熱材が床下に開放されていて、熱橋部の構造部材等の厚さが断熱材の厚さより大きい場合、熱橋部の構造部材
等の厚さは断熱部と同じと考えて計算をします。

外壁など密閉空気層がある場合の熱橋部は、断熱材と同じ厚さの構造部材等と、密閉空気層があるものとして計算をし
ます。

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】
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▼Step ２ 各部位の熱貫流率を求める

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

前ページのつづき
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▼Step ２ 各部位の熱貫流率を求める

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

次ページへ
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▼Step ２ 各部位の熱貫流率を求める

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】
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▼Step ２ 各部位の熱貫流率を求める

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】
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▼Step ２ 各部位の熱貫流率を求める

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】
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▼Step ２ 各部位の熱貫流率を求める

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】
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▼Step ２ 各部位の熱貫流率を求める

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

４） 外張断熱の場合
下地材（木材）などにより、外張断熱材が連続せず熱橋を
有する外張断熱工法の場合は、外張断熱材の熱抵抗Rに以下
の低減率を乗じて計算をします。

１層張りの下地併用の場合の低減率：0.9

これは、断熱材の厚さが1/10薄くなったものとして計
算するということです。

また、２層張りの場合、２層のうち１層がべた張り（下地材なし）の場合は低減はしなくても構いません。

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】
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▼Step ２ 各部位の熱貫流率を求める

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

３） 簡略計算方法ー 1 を⽤いた計算例
右図の外壁の熱貫流率を計算すると

下の表のようになります。

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】
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P175〜176

P39〜40

P39〜40

P39〜40
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▼Step ２ 各部位の熱貫流率を求める

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

断熱工法の補正熱貫流率 Ur は
右表の通りです。

天井における桁上断熱は充填断熱と
同じ扱いになり、桁間断熱とは右図
のように梁間で断熱材を納める仕様
です。

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】
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▼Step ２ 各部位の熱貫流率を求める

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

（２）ー③ 簡略計算方法ー 2 （補正熱貫流率）
さらに簡略化した計算方法として、断熱部と熱橋部を区別しないで、各部位の断熱工法毎に決められた補正熱貫流

率Urを用いて計算することもできます。これにより求めた熱貫流率は、断熱仕様が同じ場合に限り、胴差、天井ふと
ころの外壁、土台にも同じ値を用いることができます。

この計算方法は、面積比率を用いた 「（2） ― ② 簡略計算方法ー 1 (面積比率）」と比べて、安全率を高くみて
いるため、断熱材はより高い断熱性能が必要になります。

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】
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▼Step ２ 各部位の熱貫流率を求める

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】
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W1

ψ＝1.80－1.36｛Ｒ1×（Ｈ1＋Ｗ1）＋Ｒ4（Ｈ1－Ｈ2）｝0.15

▼Step ２ 各部位の熱貫流率を求める

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

・無断熱の場合の線熱貫流率 は、1.8 [ W/ m·K] とします。
・計算をしない場合の線熱貫流率 も 、1.8 [ W/ m·K] とします。

（３）基礎の線熱貫流率  [ W/ (m ·K) ]

外壁、屋根、天井及び床等の外皮の熱貫流率Uは、１m2当たりの値だが、 基礎の線熱貫流率 は、周⻑１m 
(⽔平⻑さ）当たりの値を算出します。したがって、熱損失量を計算するときは、線熱貫流率 に⻑さを乗じて求
めます。

１）基礎計算式のポイント
・基礎の線熱貫流率加の計算方法には、①詳細計算法、②簡略計算法の２つがあります。
・詳細計算法は指数を用いた式（関数電卓が必要）ですが、簡略計算法は四則演算なので容易に計算ができます。

それぞれ基礎深さ（下図のHz 寸法）が１m以内と１mを超える場合の計算式があります。
・詳細計算法と簡略計算法のいずれの場合 も、基礎高さ（基礎天端）がGL+400mm以下の場合に適用されます。

GL+400mmを超える場合は、この計算式によらず、部位（基礎壁）の熱貫流率を計算をします。
・詳細計算法と 簡略計算法のいずれの場合も、 線熱貫流率加が、0.05[ W/ m·K] 未満の場合は0.05とします。

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】
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▼Step ２ 各部位の熱貫流率を求める

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】
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▼Step ２ 各部位の熱貫流率を求める

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】
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開⼝部の熱貫流率は、下記のいずれかの方法により求めた数値、もしくは「資料４．開⼝部の熱物性値」
によります。

▼Step ２ 各部位の熱貫流率を求める

（４）開口部の熱貫流率U [ W/ ( m ·K) ]

１）開口部の熱貫流率

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】
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▼Step ２ 各部位の熱貫流率を求める

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

４）GL+400mmを超える場合
下図のように、GL+400mmを超える部分は、こ の計算式によらず、基礎壁として熱貫流率を求めます。
この場合は、室内側の表面熱伝達抵抗凡は 0.11 [m2· K/ W] とします。 尚、下図いずれの場合でも同様です。

５）バスユニットの床
断熱化されたバス ユニットの床を熱的境界として外皮平均熱貫流率を算出する場合には、 床の断熱材の熱

抵抗に表面熱抵抗を加えて熱貫流率を算出します。 尚、 床材 (FRPなど）を熱抵抗として加えて計算するこ
とも可能です。

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】
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▼Step ２ 各部位の熱貫流率を求める

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】
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【数値の端数処理について】面積は四捨五入としますが、特記なき場合は以下を原則とします。

▼Step ２ 各部位の熱貫流率を求める

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

２）付属部材によるの熱貫流率の補正
開⼝部に建築的に設置される付属部材（⾬⼾やシャッター等）が取り付く場合は、その開⼝部の熱貫流率Uを、

下式により補正することができます。厚手のカーテ ンによる補正はできません。

また、熱的境界の外部に存する風除室に面する開⼝部の熱貫流率uiは、下式によります。
尚、壁の補正はできません。

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

62



46

Step１〜３で求めた数値を下表に入れ、外皮の部位面積の合計ΣAと外皮熱損失料qを求め、次に下式により、
外皮平均熱貫流率UAを算出します。モデルプランと計算の詳細は「第６章計算例」参照。

▼Step ４ 外皮平均熱貫流率を求める

：物性値や係数等の表から選ぶ。

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】
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▼Step ３ 温度差係数を選ぶ

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

温度差係数とは、部位の隣接する空間との温度差を想定して、貫流熱損失量を補正する係数のことです。
下図のように床下は、熱損失量を低減することができます。

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】
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【参考】 熱貫流率を部位別仕様表から求める方法【参考】 熱貫流率を部位別仕様表から求める方法

計算によらず、熱貫流率を求めるもう⼀つの方法が部位を用いる方法です。

部位別仕様表とは、「告示第265号 建築物エネルギー消費性能基準を定める省令における算出方法等に係る
事項」の別表第３〜８（木造については第３〜５）と別途登録により「部位別仕様表データベース」にて公開
している仕様をあわせたものです。
下記、（⼀社）住宅性能評価・表示協会のHPから検索できますのでご確認ください。
仕様に合致したものがあれば、熱貫流率Ｕの計算を省⼒化することができます。

参考：一般社団法人住宅性能評価・表示協会HP

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会
67

前ページより

▼Step ４ 外皮平均熱貫流率を求める

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

外皮平均熱貫流率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

66
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平均日射熱取得率の計算手順
【①基準値と計算式】

平均日射熱取得率の計算手順
【①基準値と計算式】

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

平均日射熱取得率には、冷房期と暖房期の２つがあります。外皮性能基準では「冷房期の平均日射熱取得率 の基準
値」が定められています。基準値は下の表の通りで、この基準値以下であることが求められます。１〜４地域では、除
外されています。高知県は地域により、下記表の４、５、６、７地域の４地域に区分されています。

冷房期の平均日射熱取得率 とは、屋根、外壁、窓等の外皮の各部位から入射する日射量を外皮全体で平均した値
で、下式のように冷房期の日射熱取得量mcを外皮の部位の面積の合計ΣAで除し、X100で求めます。
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第４章
外皮性能の計算手順

その②
平均日射熱取得率の計算
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▼Step １ 面積を拾う

▼Step ２ 各部位の日射熱取得率を求める

▼Step ３-１ 窓の取得日射量補正係数を求める

▼Step ４ 冷房期の平均日射熱取得率を求める

次の手順に従って冷房期の平均日射熱取得率 を計算します。

面積は前述の外皮平均熱貫流率の計算で求めた数値を使います。

▼Step ３-２ 方位係数を選ぶ

窓についてのみ日射取得量補正係数を求めます。

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

平均日射熱取得率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

平均日射熱取得率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

71

日射熱取得量mcと外皮の部位の面積の合計ΣA は、下の式のように各部位の合計です。 外皮の部位の面積の合計
ΣA は、外皮平均熱貫流率UA で算出した数値と同じです。

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

平均日射熱取得率の計算手順
【①基準値と計算式】

平均日射熱取得率の計算手順
【①基準値と計算式】
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▼Step １ 面積を拾う

▼Step ２ 各部位の日射熱取得率を求める

（１）外壁、 屋根、天井、ドアの日射熱取得率

直射日光を透過しない外壁、屋根、天井等の日射熱取得率は下式によります（直射日光を透過する窓は（２）） 。
床は対象外です。

「外皮平均熱貫流率の計算」で求めた熱貫流率Uに係数 0.034 を乗じて求めます。また、玄関ドア等の大部
分がガラスで構成されない開⼝部も外壁等と同様に、 熱貫流率Uに係数 0.034 を乗じて求めます。

外皮の部位の面積の合計は、外皮平均熱貫流率の算出の際に求めた値と同じです。日射熱取得率の算出に際しては、外壁、
屋根、天井、開⼝部などが対象部位となり、床は対象外です。基礎の⽴上りは対象外ですが、GL+400mmを超える部分につ
いては、外壁とみなして面積を拾い、日射熱取得率の計算に算入します。

外皮の各部位の面積は、「外皮平均熱貫流率 の計算」で求めた値と同じ値を使いますが、建物の日射量は方位により異なり
ますので、外壁の面積は方位別に集計します。また開⼝部については、大きさや庇等の有無もそれぞれ異なりますので、⼀窓
毎に拾います。

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

平均日射熱取得率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

平均日射熱取得率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】
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冷房期の平均日射熱取得率 は外皮性能基準の適否判定と⼀次エネルギー消費量の計算に、暖房期
の平均日射熱取得率 は⼀次エ ネルギー消費量の計算に使用 します。

数値の桁数は、下の表の通りです。

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

平均日射熱取得率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

平均日射熱取得率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】
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▼Step ３-１ 窓の取得日射量補正係数を求める

窓は庇等の有無に関わらず、冷房期の取得日射量補正係数fc、及び暖房期の取得日射量補正係数fHにより、 Step２の（２）
で求めた窓の日射熱取得率 を補正します。冷房期のfcと暖房期のfHは数値が異なります。

計算方法は、庇等がある場合、ない場合、天窓の場合により以下のような方法があります。また庇には様々な形状があります
が、窓上部にバルコニーがある場合も庇として計算をします。

（１）方法 １（庇等がある場合・ない場合）：定数
方法１は、定数を用いる方法です。庇等がある場合とない場合ともに同じ定数を用います。
取得日射量補正係数は以下の通りです。

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

平均日射熱取得率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

平均日射熱取得率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】
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▼Step ２ 各部位の日射熱取得率を求める

（２）窓の日射熱取得率

窓の日射熱取得率は、以下の①〜③のJIS 及び④による数値です。

① JIS R3106 [板カラス類の透過率．反射率．放射率・日射熱取得率の試験方法］
により求めたガラスの日射熱取得率にカラス面積比を乗じた値。ガラス面積比は以下の通り。

・建具の構造が、⾦属製、プラスチックと⾦属の複合製、⾦属製熱遮断構造：0.8
・樹脂製、木製：0.72

② JIS A2103 [窓及びドアの熱性能⼀日射熱取得率の計算］により求めた日射熱取得率

③ JIS A1493 [ 窓及びドアの熱性能⼀日射熱取得率の測定］により求めた日射熱取得率

④当該窓のカラス仕様等に応じ定める値

④は、平成28年省エネ基準は、サ ッシ枠とカラスの影響を 合わせた日射熱取得率となっています。
窓の日射熱取得率は、サッシ枠、カラスと付属部材の仕様により決まります。付属部材は、障子と外付けブライン
ドに限られて、レースカーテンや内付けブラインドの効果は本基準では反映されません。

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

平均日射熱取得率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

平均日射熱取得率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】
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▼Step ３-１ 窓の取得日射量補正係数を求める

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

平均日射熱取得率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

平均日射熱取得率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】
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▼Step ３-１ 窓の取得日射量補正係数を求める

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

平均日射熱取得率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

平均日射熱取得率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】
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▼Step ３-１ 窓の取得日射量補正係数を求める

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

平均日射熱取得率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

平均日射熱取得率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

前ページのつづき
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▼Step ３-１ 窓の取得日射量補正係数を求める

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

平均日射熱取得率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

平均日射熱取得率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

次ページへ
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▼Step ３-１ 窓の取得日射量補正係数を求める

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

平均日射熱取得率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

平均日射熱取得率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】
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▼Step ３-１ 窓の取得日射量補正係数を求める

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」
全国木造住宅生産体制推進協議会

平均日射熱取得率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

平均日射熱取得率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】
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▼Step ３-１ 窓の取得日射量補正係数を求める

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

平均日射熱取得率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

平均日射熱取得率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】
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▼Step ３-１ 窓の取得日射量補正係数を求める

（４）方法４（庇等がない場合）：地域区分と方位及びガラスの仕様に応じた係数
庇等がない場合の取得日射量補正係数fc 、fH は、下表の通りです。

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

平均日射熱取得率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

平均日射熱取得率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】
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▼Step ３-１ 窓の取得日射量補正係数を求める

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

平均日射熱取得率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

平均日射熱取得率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】
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▼Step ３-１ 窓の取得日射量補正係数を求める

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

平均日射熱取得率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

平均日射熱取得率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】
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▼Step ３-１ 窓の取得日射量補正係数を求める

（５）天窓の場合
天窓（トップライト）は、地域区分とガラスの仕様に応じて、下表の通り冷房期と暖房期の取得日射量補正係数が定め

られています。ガラスの仕様区分は次ページを参照。

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

平均日射熱取得率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

平均日射熱取得率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】
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▼Step ３-１ 窓の取得日射量補正係数を求める

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

平均日射熱取得率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

平均日射熱取得率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】
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▼Step ３-２ 方位係数を選ぶ

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

平均日射熱取得率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

平均日射熱取得率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】
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▼Step ３-１ 窓の取得日射量補正係数を求める

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

平均日射熱取得率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

平均日射熱取得率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】
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▼Step ４ 冷房期の平均日射熱取得率を求める

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

平均日射熱取得率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

平均日射熱取得率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】
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▼Step ４ 冷房期の平均日射熱取得率を求める

Step１〜３で求めた数値を下表に入れ、外皮の部位の面積の合計 （既に 算出時に計算済み）と冷房期の日射熱取得量
を求め、２ページ後の四季により冷房期の平均日射熱取得率 を算出します。

※窓は予め下表にて 日射熱取得量を算出しているため、ここは空欄。
：物性値や係数等の表から選ぶ。

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

平均日射熱取得率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

平均日射熱取得率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】
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▼Step ４ 冷房期の平均日射熱取得率を求める

※下表の取得日射量補正係数は、「 6 地域ガラス仕様区分２」の条件で、
方法３: 詳細法を用いて計算しています。

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

平均日射熱取得率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

平均日射熱取得率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】
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▼Step ４ 冷房期の平均日射熱取得率を求める

前ページより

・外皮の部位の面積の合計ΣAは、308.07 [m2J

・冷房期の日射熱取得量mcは、小数点第３位を四捨五入し、6.34 [W/ ( W/ m2 ) ] になります。

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

平均日射熱取得率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】

平均日射熱取得率の計算手順
【②計算手順：４つのステップ】
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①一次エネルギー消費量基準①一次エネルギー消費量基準

次ページへ

⼀次エネルギー消費量基準は、暖房設備、冷房設備、換気設備、照明設備、給湯設備（太陽熱利用設備、コージェネ
レーション設備を含む）による⼀次エネルギー消費量と、太陽光発電等のエネルギー利用効率化設備による⼀次エネル
ギー消費量の削減量から当該住宅の⼀次エネルギー消費量（設計ー次エネルギー消費量）を求め、基準となる一次エネ
ルギー消費量（基準一次エネルギー消費量）と⽐較し、そこで評価されます。

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会95

第５章
一次エネルギー消費量の計算手順

94
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前ページのつづき

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

①一次エネルギー消費量基準①一次エネルギー消費量基準

97

前ページのつづき

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

①一次エネルギー消費量基準①一次エネルギー消費量基準

次ページへ

96
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計算を始める前に、下の表のチェックリストを活用して当該住宅の設備機器について整理します 。

出典：「設備機器の熱効率等チェックリスト 」 住宅省エネルギー技術講習会

①一次エネルギー消費量①一次エネルギー消費量

99

前ページのつづき

計算を始める前に、下の表のチェックリストを活用して当該住宅の設備機器について整理します 。

出典：「設備機器の熱効率等チェックリスト 」 住宅省エネルギー技術講習会

①一次エネルギー消費量①一次エネルギー消費量

98
次ページへ
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前ページつづき

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

参考：「エネルギー消費性能計算プログラム（住宅版）」 国立研究開発法人建築研究所

②エネルギー消費計算プログラムの使い方②エネルギー消費計算プログラムの使い方

＊平成２８年１２月現在は、Ver.2.1.1です。

101

②エネルギー消費計算プログラムの使い方②エネルギー消費計算プログラムの使い方

次ページへ
出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

参考：「エネルギー消費性能計算プログラム（住宅版）」 国立研究開発法人建築研究所

100
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参考：⼀般社団法⼈日本サステナブル建築協会「省エネサポートセンター」

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

②エネルギー消費計算プログラムの使い方②エネルギー消費計算プログラムの使い方

103

このWebプログラムは、随時更新されます。
使用する前にWeb上の更新履歴を確認してください。

また、⼀般社団法⼈日本サステナブル建築協会の「省エネサポートセンター」でプログラムの使い方等の
問い合わせができます。

FAQでわからなかったことは、フリーダイアルで、丁寧に回答してもらえます。
上手に活用してください。

参考：「エネルギー消費性能計算プログラム（住宅版）」 国立研究開発法人建築研究
所

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

②エネルギー消費計算プログラムの使い方②エネルギー消費計算プログラムの使い方

＊平成２８年１２月現在は、Ver.2.1.1です。

102
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出典：「エネルギー消費性能計算プログラム（住宅版）」 国立研究開発法人 建築研究所

②エネルギー消費計算プログラムの使い方②エネルギー消費計算プログラムの使い方

105

2.1.基本情報

まずはじめに、「基本情報」、「床面積」、「地域」を入⼒します。

【ポイント】
それぞれの項目にある？マークをマウスでク
リックすると、用語の説明や、詳しい解説のウ
インドウが開きます。非常に便利な機能です。
上手に活用しましょう。

参考：⼀般社団法⼈日本サステナブル建築協会「省エネサポートセンター」

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

②エネルギー消費計算プログラムの使い方②エネルギー消費計算プログラムの使い方

104
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②エネルギー消費計算プログラムの使い方②エネルギー消費計算プログラムの使い方

107

2.3.暖房設備

暖房方式を選択し、それに応じた暖房設備機器について入⼒します。

出典：「エネルギー消費性能計算プログラム（住宅版）」 国立研究開発法人 建築研究所

②エネルギー消費計算プログラムの使い方②エネルギー消費計算プログラムの使い方

106

2.2.外皮

「外皮面積の合計（ΣＡ）」、「熱貫流率（ＵＡ）」、「暖房期の平均日射熱取得率（ηＡＣ）」、「冷房期の平均日射熱取得率（ηＡ
Ｈ）」、「通風の利用」、「床下空間を経由して外気を導入する換気方式の採用」を入⼒します。

出典：「エネルギー消費性能計算プログラム（住宅版）」 国立研究開発法人 建築研究所
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②エネルギー消費計算プログラムの使い方②エネルギー消費計算プログラムの使い方

109

2.5.換気設備

換気設備方式は、24時間換気に用いる換気設備を対象とし、以下の4つから選択します。

出典：「エネルギー消費性能計算プログラム（住宅版）」 国立研究開発法人 建築研究所

②エネルギー消費計算プログラムの使い方②エネルギー消費計算プログラムの使い方

108

2.4.冷房設備

冷房方式を選択し、それに応じた冷房設備機器について入⼒します。

出典：「エネルギー消費性能計算プログラム（住宅版）」 国立研究開発法人 建築研究所
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②エネルギー消費計算プログラムの使い方②エネルギー消費計算プログラムの使い方

111

2.7.1.給湯設備

給湯設備、給湯熱源機、配管、⽔栓、浴槽について入⼒します。

出典：「エネルギー消費性能計算プログラム（住宅版）」 国立研究開発法人 建築研究所

②エネルギー消費計算プログラムの使い方②エネルギー消費計算プログラムの使い方

110

2.6.熱交換型換気設備

熱交換型換気設備の採用について入⼒します。

出典：「エネルギー消費性能計算プログラム（住宅版）」 国立研究開発法人 建築研究所
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②エネルギー消費計算プログラムの使い方②エネルギー消費計算プログラムの使い方

113

2.8.太陽熱利用給湯設備

採用する場合は、システムの種類について「太陽熱温⽔機を採用する（太陽熱給湯1）か「ソーラーシステムを採用する（太陽熱給
湯2）を選択しますが、その際、年間日射地域区分の指定が必要です。

出典：「エネルギー消費性能計算プログラム（住宅版）」 国立研究開発法人 建築研究所

②エネルギー消費計算プログラムの使い方②エネルギー消費計算プログラムの使い方

112

2.7.2.給湯設備

出典：「エネルギー消費性能計算プログラム（住宅版）」 国立研究開発法人 建築研究所
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②エネルギー消費計算プログラムの使い方②エネルギー消費計算プログラムの使い方

115

2.10.太陽光発電設備

太陽光発電を採用する場合、方位の異なるパネルごとについて入⼒をし、パワーコンディショナの定格負荷効率は、パネルごとでは
なく⼀つのシステムとして入⼒をします。

出典：「エネルギー消費性能計算プログラム（住宅版）」 国立研究開発法人 建築研究所

②エネルギー消費計算プログラムの使い方②エネルギー消費計算プログラムの使い方

114

2.9.照明設備

主たる居室、その他の居室、非居室の照明機器について入⼒します。

出典：「エネルギー消費性能計算プログラム（住宅版）」 国立研究開発法人 建築研究所
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「出⼒」ボタンをクリックすると、出⼒できる様式⼀覧が表示されます。
次ページは、モデルプランで出⼒した「建築物のエネルギー消費性能基準（PDF）（平成28年4⽉以降）」

参考：⼀般社団法⼈日本サステナブル建築協会「省エネサポートセンター」

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

②エネルギー消費計算プログラムの使い方②エネルギー消費計算プログラムの使い方

117

②エネルギー消費計算プログラムの使い方②エネルギー消費計算プログラムの使い方

116

2.11.コージェネレーション設備

コージェネレーションについて入⼒します。採用する場合は、コージェネレーションの種類や機器について入⼒します。

出典：「エネルギー消費性能計算プログラム（住宅版）」 国立研究開発法人 建築研究所
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参考：出⼒された「エネルギー消費性能基準［平成28年4⽉以降］ ⼀次エネルギー消費量計算結果 （住宅）」

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

②エネルギー消費計算プログラムの使い方②エネルギー消費計算プログラムの使い方

次ページへ

前ページの
つづき

119

参考：出⼒された「エネルギー消費性能基準［平成28年4⽉以降］ ⼀次エネルギー消費量計算結果 （住宅）」

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

②エネルギー消費計算プログラムの使い方②エネルギー消費計算プログラムの使い方

次ページへ 118
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第６章
仕様基準による基準判定

121

参考：出⼒された「エネルギー消費性能基準［平成28年4⽉以降］ ⼀次エネルギー消費量計算結果 （住宅）」

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

②エネルギー消費計算プログラムの使い方②エネルギー消費計算プログラムの使い方
前ページの
つづき

120
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（１）外皮の仕様基準

外皮の仕様基準の適否確認フローは次のページ上図の通りです。

① 躯体の部位ごとの基準と設計仕様を照合します。

② Step 1 : 図面から部位ごとの面積を拾います。
Step 2 : 開⼝部比率を求めます。 開⼝部比率＝（窓＋ドアの面積合計）÷（外皮等面積の合計）開⼝部比率に基づき、
開⼝部毎の基準と設計仕様を照合します。

開⼝部は、４つの開⼝部比率区分（い）、（ろ ）、（は）、（に） 毎に基準が定められており、 開⼝部比率が大き
い場合は開⼝部の性能を高くする必要があります。また、開⼝部の性能が開⼝部比率の最も大きい区分（区分（に））
の仕様を満たしていれば開⼝部比率を求める必要はありません。

③躯体と開⼝部の両方で適合判定をします。

（２）設備の仕様基準
設備の仕様基準の適否確認フローは次のページ下図の通りです。 設備ごとの基準と設計設備仕様・効率等を照合し、

適合判定をします。

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

①仕様基準の概要①仕様基準の概要

123

①仕様基準の概要①仕様基準の概要

仕様基準とは、性能基準を満たす仕様を定めた基準のことです。

外皮の仕様基準とは、各部位の仕様を定めていています。 平成25年省エネ基準では、開⼝部比率による適用条件が
ありましたが、 平成28年省エネ基準では適⽤条件はなくなりました。
開口部⽐率毎に基準が定められています。また、 開口部⽐率の上限がなくなったため、一定の性能を確保すれば開

口部⽐率の大きい住宅についても活⽤できるようになりました。

外皮の仕様基準が適合していることを確認してから、設備の仕様基準適否確認を⾏います。 基準は、設備用途毎に仕
様、 効率等が定められています。

平成25年省エネ基準では、外皮⾯積⽐率による適⽤条件がありましたが、平成28年省エネ基準ではなくなりまし
た。

尚、この仕様基準は、「低炭素建築物の認定制度」には⽤いることができません。

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会122
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出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

①仕様基準の概要①仕様基準の概要

125

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

①仕様基準の概要①仕様基準の概要

124
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（２）断熱構造とする部位
下の図に示すように熱的境界を断熱構造としなければいけません。ただし、以下のイからホに該当する部分は断熱構造とす
べき部分とはなりません。
イ．居室に面する部位が断熱構造となっている物置、⾞庫その他これらに類する空間の場合、居室に面する部位以外の部位
⼝．外気に通じる床裏、小屋裏⼜は天井裏に接する壁
ハ．断熱構造となっている外壁から突き出した軒、袖壁、ベランダその他これらに類するもの
二．玄関・勝手⼝及びこれに類する部分における士間床部分
ホ．断熱構造となっている浴室下部における土間床部分

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

②外皮性能の仕様基準②外皮性能の仕様基準

127

②外皮性能の仕様基準②外皮性能の仕様基準

（１） 開口部⽐率

開⼝部の基準は、地域区分毎に開⼝部比率によって定められていますので、予め開⼝部比率を求めておきます。 ただし、
開⼝部の性能が開⼝部比率の最も大きい区分（に）の仕様を満たしていれば計算をする必要はありません。

開⼝部比率とは、外皮等面積の合計に対する開⼝部面積の合計の比率のことです。

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会126
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（３）躯体の熱貫流率Uの基準
躯体の断熱性能は、躯体の熱貫流率Uの基準もしくは断熱材の熱抵抗Rの基準のどちらかが適合していなけれ

ばなりません。
躯体の熱貫流率Uは、地域区分に応じて各部位の基準が決められており、下表の数値以下であることが求められます。

部位別仕様表を使用することができます。また、熱貫流率の計算式より求められる場合は、小数点第３位を切り上げ、

小数点以下２桁とします。

土間床等の外周部の基準値は、平成25年省エネ基準では、基礎の熱貫流率計算式に基づいて定めていましたが、
平成28年省エネ基準では、壁等と同様に基礎⽴上り部の材料の種類と厚さを勘案して定めています。したがって、
平成28年省エネ基準では数値が変更となっています。
土間床等の外周部は、基礎の外側もしくは内側のいずれか、⼜はその両方に断熱材を地盤面に対して垂直で、

かつ基礎底盤上端から基礎天端まで連続して施工しなければなりません。
出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

②外皮性能の仕様基準②外皮性能の仕様基準
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注意事項
・基礎断熱工法など土間床等に熱的境界がある場合は、床下及び床下地盤面を 熱的境界の内側と考える。
・屋根断熱など屋根に熱的境界がある場合は、小屋裏空間を熱的境界の内側と考える。
・熱的境界に位置する小屋裏点検⼝、床下点検⼝は、⼀般的な大きさ（600 x 600mm 程度）であれば、基準で定める熱抵

抗の基準等に相当する断熱材を施工しなくてもよい。ただし、断熱材付きの点検⼝も商品化されているので、そのような
材料を用いることが望ましい。

・玄関士間、勝手⼝土間及び玄関土間⼜は勝手⼝土間に繋がる非居室の土間部分は、その下面及び連続する布基礎の⽴上り
部分等について施工を省略することができる。

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

②外皮性能の仕様基準②外皮性能の仕様基準
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出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

②外皮性能の仕様基準②外皮性能の仕様基準
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（４）断熱材の熱抵抗R の基準

断熱材の熱抵抗R の基準も、 地域区分や断熱工法に応じて各部位の基準が決め られていま す。 下の表の数値以上である
ことが求められます。

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

②外皮性能の仕様基準②外皮性能の仕様基準

130



80

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

②外皮性能の仕様基準②外皮性能の仕様基準

133

（５）開口部に関する基準

開⼝部については、地域区分と開⼝部比率の区分（い）（ろ）（は）（に）に応じて、熱貫流率U と、建具、付属部材、庇、
軒等の日射遮蔽の仕様基準が決められています。
熱貫流率Uは下表の数値以下であることが求められます。

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

②外皮性能の仕様基準②外皮性能の仕様基準
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・部位別仕様表を使用することができます。

・「付属部材」とは、障子、外付けブラインド（窓の直近外側に設置され、⾦属製スラット等の可変により日射調整機能
を有するブラインド ）、その他これらと同等以上の日射遮蔽性能を有し、 開⼝部に建築的に取り付けられるものをいい
ます。しかし、レースカーテン、内付けブラインド等の着脱が容易なものや、竣工引渡し時に設置可否の確認が困難な部
材は対象外です。

・「庇、軒等」とは、オーバーハング型の日除けで、外壁からの出寸法がその下端から窓下端までの高さの 0.3 倍以上
のものをいいます。

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

②外皮性能の仕様基準②外皮性能の仕様基準
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開口部基準に関する注意事項

・開⼝部比率の区分（ろ ）の場合の熱貫流率と建具、付属部材、庇、軒等の仕様は、平成 11 年基準の設計施工指針相当の⽔
準です。（い ）は開⼝部比率が小さいため 平成 11 年基準よりもワンラ ンク断熱性能が低い値に、（は）は開⼝部比率が大
きいため平成 11 年基準よりもワンランク断熱性能が高い値に、（に）は更に高い値となっています。

・「ガ ラスの日射熱取得率」とは、窓に入射する日射熱量（直達日射と拡散日射の合計 ）に対して、室内に流入する 熱景の割
合を示したものです。「資料編 4 . 開⼝部の熱物性値」参照。

・「熱貫流率U] において、 窓の面積が住宅の床面積の合計に0.02 を乗じた値以下となるものは、対象から除くことができす。
ただし、 当該窓が２以上の場合はその合計の面積とします。

・「建具、付属部材、庇、軒等」の仕様において、直達光が入射する天窓以外の窓で、面積が住宅の床面積の合計に 0.04 を乗
じた値以下となるものは、除くことができます。 ただし、当該窓が２以上の場合はその合計の面積と します

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

②外皮性能の仕様基準②外皮性能の仕様基準
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出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

③設備の仕様基準③設備の仕様基準
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③設備の仕様基準③設備の仕様基準

（１）設備機器

設備機器については、 以下の１）〜５）該当する設備機器、もしくは同等以上の評価となる設備機器が求められます。
尚、「設備機器を設置しない場合」、「暖冷房設備で、⼀部の部屋に以下の表に該当するものを設置し、他の部屋は設備機

器を設置しない場合」も、１）〜５）に該当するものとみなされます。

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会
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出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

③設備の仕様基準③設備の仕様基準
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第（3/4回）　　　年　　月　　日

講師名：

●

□1 □1

□2 □2

□3 □3

□4 □4

□5 □5

□6 □6

□７ □７

□８ □８

□９ □９

□10 □10

□1

□2

□3

□4

□5

□6

□7

□8

□9

□10

授業シート

新省エネ基準・
住宅省エネルギー技術者講座【高知版】

●シラバス

日本再興戦略の中で国土交通省の「低炭素社会に向けた住まいと住まい方」の推進方策についての中間とりまとめ
では、2020年までに全ての新築住宅・建築物について最新の省エネ基準への適合義務化を目標として取り組んで
います。

本講座では、「建築物省エネ法の概要」、最新の「平成28年省エネ基準による設計手法」を解説。演習問題や、地
域特性を活かした省エネ手法を提案するグループワークを取り入れ、４年後の省エネ基準適合義務化へ向け、建築
従事者がこれからの社会や建設業界で役に立つ知識の修得（＝社会人の学び直し）、建築分野における環境・エネ
ルギー分野の中核的専門人材を養成することを目指します。

今日の授業：

3

●資格関連度 建築士・設計製図

テキストP.40

テキストP.46

テキストP.46

テキストP.22

知識は、聞くだけではなく、インプットとアウトプットを交互に行うことにより、しっかりとした知識として定着します。
３コマ目の授業では、１，２コマ目で得た知識のアウトプットを行い学習効果を高めます。外皮の熱的性能を評価する基準であ
る、断熱性能を示す「外皮平均熱貫流率ＵA」を、高知県高知市の市街地に立つ住宅をモデルに、省エネ基準に基づく判定をし
ます。演習問題を配布しますので、表中の①～⑩を埋めて、手順を確認しながらモデル住宅の外皮平均熱貫流率を求めます。
なお、各部位の熱貫流率は簡略計算法－１（面積比率）を使用します。

テキストP22、P.151～P.163

テキストP.14

テキストP.182～P.187

●今日の授業 ●キーポイント

●参照資料

●授業コメント

熱抵抗：R （アール）　　単位： m2·K
/W

高知県土佐市の住宅省エネ基準に基づく判定

密閉空気層の熱抵抗　Ra [m2 · K / W]
計算に用いる空気層の熱抵抗Raは、密閉空気層が対象で通気層は含
まない。

躯体の熱貫流率を計算する際の計算方法
まずは、簡略計算方法ー 1 （面積比率）を使用できるようにす
る。

床の面積比率
面積比率の表から、部位や工法の種類を選択し、面積比率を読み取
る。

計算によって求めた、外皮平均熱貫流率 UA が、基準値以下である
かで判定します。

断熱材の熱伝導率：λ（ラムダ）
単位： W/ (m · K )

資料（建材等と断熱材の熱物性値）や、メーカーHP等より調べ
る。

値が大きいほど、 熱が伝わりにくく、断熱性能が高い。
Ｒ＝厚さｄ（ｍ）／熱伝導率 λ

開口部の熱貫流率： U （ユー）
 単位： W / (m2·K)

Step１〜３で求めた数値を表に入れ外皮熱損失を求める。

外皮平均熱貫流率の基準値

テキストP.45

テキストP.45～P.53

外皮平均熱貫流率UA の判定

資料（地域区分）を参照し、建設地のH28年地域区分を調べ、各地
域の基準値を表より求める。

資料（開口部の熱物性値）や、メーカーHP等より調べる。

熱貫流損失　A×U×H　　単位： W/K

外皮平均熱貫流率UA の算出
UA＝外皮熱損失量q／外皮の部位面積の合計ΣA
（小数点第３位切り上げ）

テキストP.171～P.181
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第（3/4回）　　　年　　月　　日

講師名：

解答1

解説1

解答2

解説2

解答3

解説3

解答4

解説4

解答5

解説5

解答6

解説6

解答7

解説7

解答8

解説8

解答9

解説9

解答10

解説10

解答 3
今日の授業：新省エネ基準・
住宅省エネルギー技術者講座【高知版】

氏名：

講師からの演習課題の解答・解説を口頭説明していくことがカルテ解答・解説代わりとする（別途「演習課題解答あ
り」）。

第（3/4回）　　　年　　月　　日

講師名：

問題1

解答1

問題2

解答2

問題3

解答3

問題4

解答4

問題5

解答5

問題6

解答6

問題7

解答7

問題8

解答8

問題9

解答9

問題10

解答10

カルテ 3
今日の授業：新省エネ基準・
住宅省エネルギー技術者講座【高知版】

氏名：

演習課題の実施をカルテ代わりとする（別途「演習課題問題あり」）。



●天井の熱貫流率（Ｕ）
断熱部 熱橋部

面積比率→ 1 0

材料
厚さｄ
［ｍ］

熱伝導率λ
［Ｗ/（ｍ・Ｋ）］

熱抵抗R（＝ｄ/λ）
［㎡・Ｋ/Ｗ］

外気側の表面熱抵抗（小屋裏）　　　Ro ― ― 0.09

0.155 0.038 4.079

せっこうボード　ＧＢ-Ｒ 0.0095 0.221 0.043

室内側の表面熱抵抗　　　　　　　　　Ri ― ― 0.090

Rt 4.302 

1/Rt 0.2325

U 0.23［Ｗ/（㎡・Ｋ）］

●外壁の熱貫流率（Ｕ）
断熱部 熱橋部

面積比率→ 0.83 0.17

材料
厚さｄ
［ｍ］

熱伝導率λ
［Ｗ/（ｍ・Ｋ）］

熱抵抗R（＝ｄ/λ）
［㎡・Ｋ/Ｗ］

外気側の表面熱抵抗（通気層）　　　Ro ― ― 0.11 0.11

合板 0.012 0.16 0.075 0.075

密閉空気層 0.035 ―

0.085 0.038 2.237 ―

木材 0.1 0.12 ― 0.833

せっこうボード　ＧＢ-Ｒ（横架材まで張り上げ） 0.0125 0.221 0.057 0.057

室内側の表面熱抵抗　　　　　　　　　Ri ― ― 0.11 0.11

Rt 2.679 1.275 

1/Rt Ｕ1＝0.3733 Ｕ2＝0.7843

面積比率を考慮したＵ＝Ｕ1×0.83+Ｕ2×0.17 0.4432

U 0.44［Ｗ/（㎡・Ｋ）］

●床の熱貫流率（Ｕ）
断熱部 熱橋部

面積比率→

材料
厚さｄ
［ｍ］

熱伝導率λ
［Ｗ/（ｍ・Ｋ）］

熱抵抗R（＝ｄ/λ）
［㎡・Ｋ/Ｗ］

室内側の表面熱抵抗　　　　　　　　　Ri ― ― 0.15 0.15

木材（フローリング） 0.015 0.12 0.125 0.125

合板 0.024 0.16 0.15 0.15

押出法ポリスチレンフォーム　3種ｂ 0.065 ―

木材（大引） 0.09 0.12 ― 0.750

外気側の表面熱抵抗（床下）        Ro ― ― 0.15 0.15

Rt 2.896 1.325 

1/Rt Ｕ1＝0.3453 Ｕ2＝0.7547

面積比率を考慮したＵ＝Ｕ1×0.85+Ｕ2×0.15 0.4067

U 0.40［Ｗ/（㎡・Ｋ）］

●開口部の熱貫流率（Ｕ）

材料
熱貫流率Ｕ
［W/（㎡・Ｋ）］

スチールドア（断熱材充填フラッシュ構造・ガラスなし） 4.07

アルミサッシ+複層ガラス（Ａ10・付属部材なし）

●外皮平均熱貫流率ＵA算出のための計算表

部位

面積 熱損失量

Ａ
［㎡］

土間
周長
Ｌ

［ｍ］

熱貫流率
Ｕ

温度差
係数
Ｈ
［-］

貫流熱損失
Ａ×Ｕ×Ｈ

［ｗ/ｋ］［Ｗ/（㎡・Ｋ）］ ［Ｗ/（ｍ・Ｋ）］

天井 41.31 0.23 1.0 9.50

外壁 114.3 0.44 1.0

開口部
ドア 1.99 4.07 1.0 8.10

窓 17.85 4.07 1.0 72.65

床 床下 41.31 0.40 1.0 16.52

基礎

4.96

外気 6.364 1.05 1.0 6.68

床下 6.364 1.80 0.15 1.72

ΣＡ 221.72 ｑ 165.5

ＵＡ＝ｑ/ΣＡ

外皮の部位の面積の合計ΣＡ［㎡］ 221.72

外皮熱損失量ｑ 165.5

外皮平均熱貫流率ＵＡ［Ｗ/㎡・Ｋ］ ≦
基準値 適否

押出ポリスチレンフォーム　3種ｂ　t=65mm

木材（フローリング）　t=15mm

合板　t=24mm

木材（大引）  90mm×90mmせっこうボード　t-9.5mm

野縁

高性能ＧＷ14Ｋ  t=155mm

L D K

和室

ホール

納戸

洗面所 浴室
玄関

トイレ

１ ２

冷

※この平面図はイメージです。

各部位の断熱仕様

部位 断熱工法 断熱仕様 厚さ（ｍｍ）

天井 充填断熱 155

外壁 充填断熱 85

床 充填断熱 押出ポリスチレンフォーム　3種ｂ 65

基礎 外気側 内側断熱 押出法ポリスチレンフォーム 30

（土間） 床下側 内側断熱 3種ｂＡ 0

開口部
ドア スチールドア（断熱材充填フラッシュ構造・ガラスなし）

窓 アルミサッシ+複層ガラス（Ａ10・付属部材なし）

高性能ＧＷ14Ｋ  HG14-38

Ψ

解答記入欄

①

②

③

④

⑤

⑥

高性能ＧＷ14Ｋ  HG14-38

高性能ＧＷ14Ｋ  HG14-38

高性能ＧＷ14Ｋ  HG14-38

⑦

⑧

⑨

⑩

① ①

② ③

④ ⑤

⑥

⑦

⑧

⑧
⑨ ⑩

剛床工法

高性能ＧＷ14Ｋ　t=85mm

120mm×120mm

通気層　t=18mm

合板　t=12mm

密閉空気層　t=35mm

せっこうボード　t=12.5mm

平成 2 8年度文部科学省委託事業
「環境・エネルギー分野」の社会人学び直し教育プログラム開発

新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講座　演習課題　問題用紙
＊無断転載禁止

天井 床

1

2

3

4

壁

演習課題
高知県高知市の市街地に立つ住宅の省エネ基準に基づく判定をします。

下表の① ～ ⑩を埋めて、この住宅の外皮平均熱貫流率をもとめなさい。
なお、各部位の熱貫流率は簡略計算法－１（面積比率）を使用します。 
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第（3/4回）　　　年　　月　　日

講師名：

解答1

解説1

解答2

解説2

解答3

解説3

解答4

解説4

解答5

解説5

解答6

解説6

解答7

解説7

解答8

解説8

解答9

解説9

解答10

解説10

解答 3
今日の授業：新省エネ基準・
住宅省エネルギー技術者講座【高知版】

氏名：

講師からの演習課題の解答・解説を口頭説明していくことがカルテ解答・解説代わりとする（別途「演習課題解答あ
り」）。

第（3/4回）　　　年　　月　　日

講師名：

問題1

解答1

問題2

解答2

問題3

解答3

問題4

解答4

問題5

解答5

問題6

解答6

問題7

解答7

問題8

解答8

問題9

解答9

問題10

解答10

カルテ 3
今日の授業：新省エネ基準・
住宅省エネルギー技術者講座【高知版】

氏名：

演習課題の実施をカルテ代わりとする（別途「演習課題問題あり」）。





●天井の熱貫流率（Ｕ）
断熱部 熱橋部

面積比率→ 1 0

材料
厚さｄ
［ｍ］

熱伝導率λ
［Ｗ/（ｍ・Ｋ）］

熱抵抗R（＝ｄ/λ）
［㎡・Ｋ/Ｗ］

外気側の表面熱抵抗（小屋裏）　　　Ro ― ― 0.09

0.155 0.038 4.079

せっこうボード　ＧＢ-Ｒ 0.0095 0.221 0.043

室内側の表面熱抵抗　　　　　　　　　Ri ― ― 0.090

Rt 4.302 

1/Rt 0.2325

U 0.23［Ｗ/（㎡・Ｋ）］

●外壁の熱貫流率（Ｕ）
断熱部 熱橋部

面積比率→ 0.83 0.17

材料
厚さｄ
［ｍ］

熱伝導率λ
［Ｗ/（ｍ・Ｋ）］

熱抵抗R（＝ｄ/λ）
［㎡・Ｋ/Ｗ］

外気側の表面熱抵抗（通気層）　　　Ro ― ― 0.11 0.11

合板 0.012 0.16 0.075 0.075

密閉空気層 0.035 ― 0.09 0.09

0.085 0.038 2.237 ―

木材 0.1 0.12 ― 0.833

せっこうボード　ＧＢ-Ｒ（横架材まで張り上げ） 0.0125 0.221 0.057 0.057

室内側の表面熱抵抗　　　　　　　　　Ri ― ― 0.11 0.11

Rt 2.679 1.275 

1/Rt Ｕ1＝0.3733 Ｕ2＝0.7843

面積比率を考慮したＵ＝Ｕ1×0.83+Ｕ2×0.17 0.4432

U 0.44［Ｗ/（㎡・Ｋ）］

●床の熱貫流率（Ｕ）
断熱部 熱橋部

面積比率→ 0.85 0.15

材料
厚さｄ
［ｍ］

熱伝導率λ
［Ｗ/（ｍ・Ｋ）］

熱抵抗R（＝ｄ/λ）
［㎡・Ｋ/Ｗ］

室内側の表面熱抵抗　　　　　　　　　Ri ― ― 0.15 0.15

木材（フローリング） 0.015 0.12 0.125 0.125

合板 0.024 0.16 0.15 0.15

押出法ポリスチレンフォーム　3種ｂ 0.065 0.028 2.321 ―

木材（大引） 0.09 0.12 ― 0.750

外気側の表面熱抵抗（床下）        Ro ― ― 0.15 0.15

Rt 2.896 1.325 

1/Rt Ｕ1＝0.3453 Ｕ2＝0.7547

面積比率を考慮したＵ＝Ｕ1×0.85+Ｕ2×0.15 0.4067

U 0.40［Ｗ/（㎡・Ｋ）］

●開口部の熱貫流率（Ｕ）

材料
熱貫流率Ｕ
［W/（㎡・Ｋ）］

スチールドア（断熱材充填フラッシュ構造・ガラスなし） 4.07

アルミサッシ+複層ガラス（Ａ10・付属部材なし） 4.07

●外皮平均熱貫流率ＵA算出のための計算表

部位

面積 熱損失量

Ａ
［㎡］

土間
周長
Ｌ

［ｍ］

熱貫流率
Ｕ

温度差
係数
Ｈ
［-］

貫流熱損失
Ａ×Ｕ×Ｈ

［ｗ/ｋ］［Ｗ/（㎡・Ｋ）］ ［Ｗ/（ｍ・Ｋ）］

天井 41.31 0.23 1.0 9.50

外壁 114.3 0.44 1.0 50.29

開口部
ドア 1.99 4.07 1.0 8.10

窓 17.85 4.07 1.0 72.65

床 床下 41.31 0.40 1.0 16.52

基礎

4.96

外気 6.364 1.05 1.0 6.68

床下 6.364 1.80 0.15 1.72

ΣＡ 221.72 ｑ 165.5

ＵＡ＝ｑ/ΣＡ 0.75

外皮の部位の面積の合計ΣＡ［㎡］ 221.72

外皮熱損失量ｑ 165.5

外皮平均熱貫流率ＵＡ［Ｗ/㎡・Ｋ］ 0.75 ≦
基準値 適否

0.87 ＯＫ

高性能ＧＷ14Ｋ　t=85mm

押出ポリスチレンフォーム　3種ｂ　t=65mm

木材（フローリング）　t=15mm

合板　t=24mm

木材（大引）  90mm×90mmせっこうボード　t=12.5mm

120mm×120mm

通気層　t=18mm

合板　t=12mm

せっこうボード　t-9.5mm

野縁

密閉空気層　t=35mm

高性能ＧＷ14Ｋ  t=155mm

L D K

和室

ホール

納戸

洗面所 浴室
玄関

トイレ

１ ２

冷

※この平面図はイメージです。

各部位の断熱仕様

部位 断熱工法 断熱仕様 厚さ（ｍｍ）

天井 充填断熱 155

外壁 充填断熱 85

床 充填断熱 押出ポリスチレンフォーム　3種ｂ 65

基礎 外気側 内側断熱 押出法ポリスチレンフォーム 30

（土間） 床下側 内側断熱 3種ｂＡ 0

開口部
ドア スチールドア（断熱材充填フラッシュ構造・ガラスなし）

窓 アルミサッシ+複層ガラス（Ａ10・付属部材なし）

高性能ＧＷ14Ｋ  HG14-38

Ψ

解答記入欄

①

②

③

④

⑤

⑥

高性能ＧＷ14Ｋ  HG14-38

高性能ＧＷ14Ｋ  HG14-38

高性能ＧＷ14Ｋ  HG14-38

⑦

⑧

⑨

⑩

① ①

② ③

④ ⑤

⑥

⑦

⑧

⑧

⑨ ⑩

0.09

0.85

0.15

0.028

2.321

4.07

50.29

0.75

0.87

ＯＫ

剛床工法

平成 2 8年度文部科学省委託事業
「環境・エネルギー分野」の社会人学び直し教育プログラム開発

新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講座　演習課題　解答用紙
＊無断転載禁止

1

2

3

4

天井 壁 床

演習解答
高知県高知市の市街地に立つ住宅の省エネ基準に基づく判定をします。

下表の① ～ ⑩を埋めて、この住宅の外皮平均熱貫流率をもとめなさい。
なお、各部位の熱貫流率は簡略計算法－１（面積比率）を使用します。
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95

企業事例
ＣＡＤソフトウェア上の省エネプログラムの活用例
企業事例
ＣＡＤソフトウェア上の省エネプログラムの活用例

140

❑市販のＣＡＤソフトには省エネ計算機能が付随しているものもあります。
設計しながら、省エネ計画の検討ができるので非常に便利ですがＣＡＤソフト

の導入費など費用もかかります。その一例を第７章で紹介します。

資料提供協力：福井コンピュータアーキテクト株式会社

第７章

ＣＡＤソフトウェア上の省エネ
プログラムの活用例

139
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142

企業事例
ＣＡＤソフトウェア上の省エネプログラムの活用例
企業事例
ＣＡＤソフトウェア上の省エネプログラムの活用例

資料提供協力：福井コンピュータアーキテクト株式会社

141

企業事例
ＣＡＤソフトウェア上の省エネプログラムの活用例
企業事例
ＣＡＤソフトウェア上の省エネプログラムの活用例

資料提供協力：福井コンピュータアーキテクト株式会社
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144

企業事例
ＣＡＤソフトウェア上の省エネプログラムの活用例
企業事例
ＣＡＤソフトウェア上の省エネプログラムの活用例

■実際にソフトを使って解説

資料提供協力：福井コンピュータアーキテクト株式会社

143

企業事例
ＣＡＤソフトウェア上の省エネプログラムの活用例
企業事例
ＣＡＤソフトウェア上の省エネプログラムの活用例

資料提供協力：福井コンピュータアーキテクト株式会社
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146

企業事例
ＣＡＤソフトウェア上の省エネプログラムの活用例
企業事例
ＣＡＤソフトウェア上の省エネプログラムの活用例

■実際にソフトを使って解説

資料提供協力：福井コンピュータアーキテクト株式会社

145

企業事例
ＣＡＤソフトウェア上の省エネプログラムの活用例
企業事例
ＣＡＤソフトウェア上の省エネプログラムの活用例

■実際にソフトを使って解説

資料提供協力：福井コンピュータアーキテクト株式会社
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148

企業事例
ＣＡＤソフトウェア上の省エネプログラムの活用例
企業事例
ＣＡＤソフトウェア上の省エネプログラムの活用例

■実際にソフトを使って解説

資料提供協力：福井コンピュータアーキテクト株式会社

147

企業事例
ＣＡＤソフトウェア上の省エネプログラムの活用例
企業事例
ＣＡＤソフトウェア上の省エネプログラムの活用例

■実際にソフトを使って解説

資料提供協力：福井コンピュータアーキテクト株式会社
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第８章
資 料

150

149

企業事例
ＣＡＤソフトウェア上の省エネプログラムの活用例
企業事例
ＣＡＤソフトウェア上の省エネプログラムの活用例

資料提供協力：福井コンピュータアーキテクト株式会社
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資料
１．地域区分
資料
１．地域区分

参照：http:/ / www.kenken.go.jp/becc/house.html
［平成 28 年省エネ ルギー基準に準拠 したエネルギー消費 性能の評価に関する技術清報 （住宅）］2. 2 算定方法
→ 11-2 日射に関する地域の区分と日射量等 → ● 日射地域区分

152

資料
１．地域区分
資料
１．地域区分

参照：http:/ / www.kenken.go.jp/becc/house.html
［平成 28 年省エネ ルギー基準に準拠 したエネルギー消費 性能の評価に関する技術清報 （住宅）］
2. 2 算定方法
→ 11-2 日射に関する地域の区分と日射量等 → ● 日射地域区分 151
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資料
１．地域区分
資料
１．地域区分

参照：http:/ / www.kenken.go.jp/becc/house.html
［平成 28 年省エネ ルギー基準に準拠 したエネルギー消費 性能の評価に関する技術清報 （住宅）］2. 2 算定方法
→ 11-2 日射に関する地域の区分と日射量等 → ● 日射地域区分

154

資料
１．地域区分
資料
１．地域区分

参照：http:/ / www.kenken.go.jp/becc/house.html
［平成 28 年省エネ ルギー基準に準拠 したエネルギー消費 性能の評価に関する技術清報 （住宅）］2. 2 算定方法
→ 11-2 日射に関する地域の区分と日射量等 → ● 日射地域区分

153
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資料
１．地域区分
資料
１．地域区分

参照：http:/ / www.kenken.go.jp/becc/house.html
［平成 28 年省エネ ルギー基準に準拠 したエネルギー消費 性能の評価に関する技術清報 （住宅）］2. 2 算定方法
→ 11-2 日射に関する地域の区分と日射量等 → ● 日射地域区分

156

資料
１．地域区分
資料
１．地域区分

参照：http:/ / www.kenken.go.jp/becc/house.html
［平成 28 年省エネ ルギー基準に準拠 したエネルギー消費 性能の評価に関する技術清報 （住宅）］2. 2 算定方法
→ 11-2 日射に関する地域の区分と日射量等 → ● 日射地域区分

155
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資料
１．地域区分
資料
１．地域区分

参照：http:/ / www.kenken.go.jp/becc/house.html
［平成 28 年省エネ ルギー基準に準拠 したエネルギー消費 性能の評価に関する技術清報 （住宅）］2. 2 算定方法
→ 11-2 日射に関する地域の区分と日射量等 → ● 日射地域区分

158

資料
１．地域区分
資料
１．地域区分

参照：http:/ / www.kenken.go.jp/becc/house.html
［平成 28 年省エネ ルギー基準に準拠 したエネルギー消費 性能の評価に関する技術清報 （住宅）］2. 2 算定方法
→ 11-2 日射に関する地域の区分と日射量等 → ● 日射地域区分

157
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資料
１．地域区分
資料
１．地域区分

参照：http:/ / www.kenken.go.jp/becc/house.html
［平成 28 年省エネ ルギー基準に準拠 したエネルギー消費 性能の評価に関する技術清報 （住宅）］2. 2 算定方法
→ 11-2 日射に関する地域の区分と日射量等 → ● 日射地域区分

160

資料
１．地域区分
資料
１．地域区分

参照：http:/ / www.kenken.go.jp/becc/house.html
［平成 28 年省エネ ルギー基準に準拠 したエネルギー消費 性能の評価に関する技術清報 （住宅）］2. 2 算定方法
→ 11-2 日射に関する地域の区分と日射量等 → ● 日射地域区分

159
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資料
１．地域区分
資料
１．地域区分

参照：http:/ / www.kenken.go.jp/becc/house.html
［平成 28 年省エネ ルギー基準に準拠 したエネルギー消費 性能の評価に関する技術清報 （住宅）］2. 2 算定方法
→ 11-2 日射に関する地域の区分と日射量等 → ● 日射地域区分

162

資料
１．地域区分
資料
１．地域区分

参照：http:/ / www.kenken.go.jp/becc/house.html
［平成 28 年省エネ ルギー基準に準拠 したエネルギー消費 性能の評価に関する技術清報 （住宅）］2. 2 算定方法
→ 11-2 日射に関する地域の区分と日射量等 → ● 日射地域区分

161
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資料
２．部位別仕様表
資料
２．部位別仕様表

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

164

資料
１．地域区分
資料
１．地域区分

参照：http:/ / www.kenken.go.jp/becc/house.html
［平成 28 年省エネ ルギー基準に準拠 したエネルギー消費 性能の評価に関する技術清報 （住宅）］2. 2 算定方法
→ 11-2 日射に関する地域の区分と日射量等 → ● 日射地域区分

163
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資料
２．部位別仕様表
資料
２．部位別仕様表

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会
166

資料
２．部位別仕様表
資料
２．部位別仕様表

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

165
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資料
２．部位別仕様表
資料
２．部位別仕様表

前ページからのつづき

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

168

資料
２．部位別仕様表
資料
２．部位別仕様表

次ページへ
出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

167
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資料
２．部位別仕様表
資料
２．部位別仕様表

前ページからのつづき

出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

170

資料
２．部位別仕様表
資料
２．部位別仕様表

次ページへ
出典：「住宅省エネルギー技術設計者講習テキスト 平成２８年省エネルギー基準対応」 全国木造住宅生産体制推進協議会

169
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資料
３．建材等と断熱材の熱物性値
資料
３．建材等と断熱材の熱物性値

出典：「平成28年省エネルギー基準に準拠したエネルギー消費性能の評価に関する技術情報（住宅） 第二節外
皮の熱損失 付録A 住宅の平均熱貫流率算出に用いる建材等の熱物性値等」 国⽴研究開発法⼈建築研究所172

資料
３．建材等と断熱材の熱物性値
資料
３．建材等と断熱材の熱物性値

出典：「平成28年省エネルギー基準に準拠したエネルギー消費性能の評価に関する技術情報（住宅） 第二節外
皮の熱損失 付録A 住宅の平均熱貫流率算出に用いる建材等の熱物性値等」 国⽴研究開発法⼈建築研究所

（１）建材等と断熱材の熱物性値

171
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資料
３．建材等と断熱材の熱物性値
資料
３．建材等と断熱材の熱物性値

出典：「平成28年省エネルギー基準に準拠したエネルギー消費性能の評価に関する技術情報（住宅） 第二節外
皮の熱損失 付録A 住宅の平均熱貫流率算出に用いる建材等の熱物性値等」 国⽴研究開発法⼈建築研究所174

資料
３．建材等と断熱材の熱物性値
資料
３．建材等と断熱材の熱物性値

出典：「平成28年省エネルギー基準に準拠したエネルギー消費性能の評価に関する技術情報（住宅） 第二節外
皮の熱損失 付録A 住宅の平均熱貫流率算出に用いる建材等の熱物性値等」 国⽴研究開発法⼈建築研究所173
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資料
３．建材等と断熱材の熱物性値
資料
３．建材等と断熱材の熱物性値

前ページのつづき

グラスウール断熱材

出典：「平成28年省エネルギー基準に準拠したエネルギー消費性能の評価に関する技術情報（住宅） 第二節外
皮の熱損失 付録A 住宅の平均熱貫流率算出に用いる建材等の熱物性値等」 国⽴研究開発法⼈建築研究所176

資料
３．建材等と断熱材の熱物性値
資料
３．建材等と断熱材の熱物性値

次ページへ
出典：「平成28年省エネルギー基準に準拠したエネルギー消費性能の評価に関する技術情報（住宅） 第二節外
皮の熱損失 付録A 住宅の平均熱貫流率算出に用いる建材等の熱物性値等」 国⽴研究開発法⼈建築研究所175
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資料
３．建材等と断熱材の熱物性値
資料
３．建材等と断熱材の熱物性値

前ページからのつづき

出典：「平成28年省エネルギー基準に準拠したエネルギー消費性能の評価に関する技術情報（住宅） 第二節外
皮の熱損失 付録A 住宅の平均熱貫流率算出に用いる建材等の熱物性値等」 国⽴研究開発法⼈建築研究所178

資料
３．建材等と断熱材の熱物性値
資料
３．建材等と断熱材の熱物性値

次ページへ
出典：「平成28年省エネルギー基準に準拠したエネルギー消費性能の評価に関する技術情報（住宅） 第二節外
皮の熱損失 付録A 住宅の平均熱貫流率算出に用いる建材等の熱物性値等」 国⽴研究開発法⼈建築研究所177
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資料
３．建材等と断熱材の熱物性値
資料
３．建材等と断熱材の熱物性値

出典：「平成28年省エネルギー基準に準拠したエネルギー消費性能の評価に関する技術情報（住宅） 第二節外
皮の熱損失 付録A 住宅の平均熱貫流率算出に用いる建材等の熱物性値等」 国⽴研究開発法⼈建築研究所180

資料
３．建材等と断熱材の熱物性値
資料
３．建材等と断熱材の熱物性値

出典：「平成28年省エネルギー基準に準拠したエネルギー消費性能の評価に関する技術情報（住宅） 第二節外
皮の熱損失 付録A 住宅の平均熱貫流率算出に用いる建材等の熱物性値等」 国⽴研究開発法⼈建築研究所179
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資料
４．開口部の熱物性値
資料
４．開口部の熱物性値

次ページへ

出典：「平成28年省エネルギー基準に準拠したエネルギー消費性能の評価に関する技術情報 （住宅）」 国⽴研究開発法⼈建築研究所

182

資料
３．建材等と断熱材の熱物性値
資料
３．建材等と断熱材の熱物性値

出典：「平成28年省エネルギー基準に準拠したエネルギー消費性能の評価に関する技術情報（住宅） 第二節外
皮の熱損失 付録A 住宅の平均熱貫流率算出に用いる建材等の熱物性値等」 国⽴研究開発法⼈建築研究所181
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資料
４．開口部の熱物性値
資料
４．開口部の熱物性値

出典：「平成28年省エネルギー基準に準拠したエネルギー消費性能の評価に関する技術情報 （住宅）」 国⽴研究開発法⼈建築研究所

184

資料
４．開口部の熱物性値
資料
４．開口部の熱物性値

前ページからのつづき

出典：「平成28年省エネルギー基準に準拠したエネルギー消費性能の評価に関する技術情報 （住宅）」 国⽴研究開発法⼈建築研究所

183
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資料
４．開口部の熱物性値
資料
４．開口部の熱物性値

出典：「平成28年省エネルギー基準に準拠したエネルギー消費性能の評価に関する技術情報 （住宅）」 国⽴研究開発法⼈建築研究所

186

資料
４．開口部の熱物性値
資料
４．開口部の熱物性値

出典：「平成28年省エネルギー基準に準拠したエネルギー消費性能の評価に関する技術情報 （住宅）」 国⽴研究開発法⼈建築研究所

185
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第９章
その他参考資料

188

資料
４．開口部の熱物性値
資料
４．開口部の熱物性値

出典：「平成28年省エネルギー基準に準拠したエネルギー消費性能の評価に関する技術情報 （住宅）」 国⽴研究開発法⼈建築研究所
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190

その他参考資料
世帯数、住宅戸数の推移【住宅ストックと世帯数の推移】
その他参考資料
世帯数、住宅戸数の推移【住宅ストックと世帯数の推移】

その他参考資料
建築年代別の住宅ストック総数
その他参考資料
建築年代別の住宅ストック総数

189
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192

その他参考資料
住宅に対する国民の意識【住替え、改善の意向のある世帯内訳】
その他参考資料
住宅に対する国民の意識【住替え、改善の意向のある世帯内訳】

191

その他参考資料
住宅に対する国民の意識【住宅の各要素に対する評価（不満率）（全国）】
その他参考資料
住宅に対する国民の意識【住宅の各要素に対する評価（不満率）（全国）】
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新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講座 
【高知版】 

 
 
 

第４回 
「ワークショップ（モデルプランを使い、地域

特性を活かした環境に配慮した暮らし、省エネ

ルギーで快適な住まいにする手法をグループワ

ークで提案してみる）」 

193

その他参考資料
住宅ストックの質（バリアフリー化と省エネルギー化）
その他参考資料
住宅ストックの質（バリアフリー化と省エネルギー化）



 
 
 
 

新省エネ基準・住宅省エネルギー技術者講座 
【高知版】 

 
 
 

第４回 
「ワークショップ（モデルプランを使い、地域

特性を活かした環境に配慮した暮らし、省エネ

ルギーで快適な住まいにする手法をグループワ

ークで提案してみる）」 
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第（4/4回）　　　年　　月　　日

講師名：

● 『終の棲家として快適な老後のため改修して欲しい』

□1 □1

□2 □2

□3 □3

□4 □4

□5 □5

●

□6 □6

□７ □７

□８ □８

□９ □９

□10 □10

□1

□2

□3

□4

□5

□6

□7

□8

□9

□10

授業シート

新省エネ基準・
住宅省エネルギー技術者講座【高知版】

●シラバス

日本再興戦略の中で国土交通省の「低炭素社会に向けた住まいと住まい方」の推進方策についての中間とりまとめ
では、2020年までに全ての新築住宅・建築物について最新の省エネ基準への適合義務化を目標として取り組んで
います。

本講座では、「建築物省エネ法の概要」、最新の「平成28年省エネ基準による設計手法」を解説。演習問題や、地
域特性を活かした省エネ手法を提案するグループワークを取り入れ、４年後の省エネ基準適合義務化へ向け、建築
従事者がこれからの社会や建設業界で役に立つ知識の修得（＝社会人の学び直し）、建築分野における環境・エネ
ルギー分野の中核的専門人材を養成することを目指します。

今日の授業：

4

建築士・設計製図

ワークショップ問題用紙、答案用紙

ワークショップ問題用紙、答案用紙

ワークショップ問題用紙、答案用紙

ワークショップ問題用紙、答案用紙

ワークショップ問題用紙、答案用紙

ワークショップ問題用紙、答案用紙

近年、既存住宅に住み続けるため、また中古市場の活性化によりリフォームの需要が高まっています。４コマ目の授業では、耐
震・省エネに配慮した、リフォーム改修案を検討します。
課題：『クライアントの要求を満足する提案を考える』　高知県高知市の市街地に建つ築４５年の木造住宅をモデルに、クライ
アントの要求を満足するプランを計画します。答案用紙を配布しますので、エスキスをしてください。エスキスが不慣れな方
は、改修方法を箇条書きで記述してください。
その後、グループディスカッションを行います。各グループで、改修案をまとめ、発表、講評を行います。
改修方法に正解はありません。様々な手法や考えをお互いに学びあうことで、学習効果を高めます。

将来的に和室が寝室になる

●今日の授業 ●キーポイント

●参照資料

●授業コメント

ワークショップ問題用紙、答案用紙

ワークショップ問題用紙、答案用紙

ワークショップ問題用紙、答案用紙

ワークショップ問題用紙、答案用紙

その他の条件

現在は大丈夫でも、加齢に伴い、１階での生活を視野に入れる。

生活しにくい、コミュニケーションが取れな
い

家族が生活しやすいゾーニングを考える。

経年劣化、機能の陳腐化に伴う、設備の更新が望ましい。

予算は1 0 0 0 万円以下（２階工事、外装は
除く）

クライアントの要求を満足する提案を考える

全体的に寒い、特に台所が暗い、寒い
断熱材は４０年しか歴史がない。よって、昭和４０年代の物件はほ
ぼ無断熱に近いと考えてよい。

耐震性が不安 新耐震基準以前の物件のため、基本、耐震補強が必要と考える。

住みながら改修する場合のメリットとデメリットを知る。

設備は全て新しいものにしたい（配管配線含
む）

家族構成：夫婦（60代）、息子（40代） の
３人　（近所に娘夫婦と孫が住んでいる）

現在の家族構成を理解し、改修計画を検討する。将来の家族構成の
変化も視野に入れる。

土地は気に入っているが、家は気に入ってい
ない

あとは家が気に入るようになれば、終の棲家として理想的な暮らし
が実現できる。

基本、住みながらの改修

省エネに配慮する
省エネ化リフォームでは、断熱性能の向上により、光熱費の削減、
快適性の向上、ヒートショックの防止などのメリットがある。

耐震＋省エネ＋水廻りの入れ替え＋間取りの変更などが伴う場合、
工事費用として1000万円を超える事例も多くある。
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第（4/4回）　　　年　　月　　日

講師名：

問題1

解答1

問題2

解答2

問題3

解答3

問題4

解答4

問題5

解答5

問題6

解答6

問題7

解答7

問題8

解答8

問題9

解答9

問題10

解答10

カルテ 4
今日の授業：新省エネ基準・
住宅省エネルギー技術者講座【高知版】

氏名：

ワークショップにつき、グループ毎の作成物と発表することでカルテの代わりとする。
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